
と
や
ま
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

20
23

中
学

校
問

題
 

20
23

年
8
月

５
日

（
土
）

時
間
：

 9
時

30
分

～
11

時
00

分
（

90
分

）
 

注注
  
意意

  
事事
  
項項
  

１
．
指
示
が
あ
る
ま
で
、

問
題
冊
子
を
ひ
ら
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

２
．
参
加

番
号

を
解

答
用

紙
の
決
め
ら
れ
た

欄ら
ん

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。
 

３
．
問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か

ら
１
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
 

４
．
ど
の
問
題
か
ら
解
い

て
も
よ
い
で
す
。
わ
か
る
問
題
か
ら
解
き
ま
し
ょ
う
。
 

５
．
声
を
出
し
て
読
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
 

６
．

途
中

と
ち

ゅ
う

で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
静
か
に
手
を
上
げ
て
 

監
督
者

か
ん

と
く

し
ゃ

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

７
．
解
答
を
直
す
と
き
は
、
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
、
新
し
い
解
答
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

８
．
解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ん

の
健

闘
け

ん
と

う

を
期
待

し
て
い

ま
す
。

富
山
県
 
 
富
山
県
教
育
委
員

会

１
１

私
た

ち
の

住
ん

で
い

る
富

山
県

は
、

水
が

豊
富

で
き

れ
い

で
あ

り
、

そ
の

水
は

、
「

昭
和

の

名
水

1
0
0
選

」「
平

成
の

名
水

1
0
0
選

」
か

ら
全

国
最

多
の

8
か

所
が

選
定

さ
れ

る
な

ど
、「

水

の
王
国

と
や

ま
」
と

呼
ぶ

に
ふ

さ
わ

し
い

豊
か

で
清

ら
か

な
水

環
境

を
有

し
て

い
ま

す
。
富

山

の
水
が

も
つ

力
に

つ
い

て
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

（
１
）

富
山

県
の

年
間

の
降

水
量

は
24

01
m

m
(2

02
2

年
気

象
庁

デ
ー

タ
)と

多
く

、
全

国
有

数

の
降
水

地
帯

で
す

。
立

山
の

室
堂

付
近

の
冬

季
に

お
け

る
近

年
の

平
均

積
雪

は
６

～
８

ｍ
に

も
な
り

ま
す

。
あ

る
年

の
積

雪
の

様
子

を
詳

し
く

観
察

す
る

と
、
地

面
か

ら
２

ｍ
の

高
さ

ま

で
は
氷

で
、
氷

の
上

か
ら

４
ｍ

は
し

ま
り

雪
、
し

ま
り

雪
の

上
か

ら
地

表
ま

で
の

１
ｍ

は
新

雪
で
し

た
。
こ

の
年

の
、
冬 冬

季季
のの
立立

山山
のの
室室

堂堂
付付

近近
のの
降降

水水
量量

はは
何何

mm
mm
かか

。。【【
資資
料料

１１
～～

３３
】】

をを
参参

考考
にに
求求

めめ
なな
ささ

いい
。。
た

だ
し

積
雪

は
、
す

べ
て

そ
の

年
の

冬
期

に
降

っ
た

雪
に

由
来

す

る
と
す

る
。

密
度

［
g
/
c
m
3 ］

水
(
液

体
）

1
.
0
 

氷
0
.
9
 

し
ま

り
雪

0
.
4
 

新
雪

0
.
1
 

降
水
量
と
は
、
単
位
面
積
（
１
㎡
）
あ
た
り
の
水
の
量
で
あ
り
、
mm

で
表
さ
れ
る
。
１
㎡
に
、
１
L
の
降
水
が
観
測

さ
れ
る
と
、
降
水
量
１
mm

と
な
り
ま
す
。

【
資
料
１

】
富

山
県

年
間

降
水

量
の
推

移
【
資
料
１

】
富

山
県

年
間

降
水

量
の
推

移

出
典
元
「
グ
ラ
フ
で
見
る
日
本
の
人
口
推
移

(過
去

と
未

来
・
将
来

の
推
測
ま
で

)と
一

覧
表

」

【
資
料
２

】
密

度

し
ま
り
雪

上
に

積
も

る
雪
の

重
み

な
ど
に

よ
っ

て
、

固
く

し
ま

っ
た

雪

の
こ

と
で

す
。
氷

粒
同

士
が
緩

や
か

に
つ

な
が

っ
て

い
る

状

態
で

、
ス

コ
ッ
プ

が
立

て
ら
れ

な
い

く
ら

い
固

く
な

っ
て

い

ま
す
。
１
㎥
の
重
さ
は
、
約

2
50
～

50
0k
g
で
す
。

新
雪

降
っ

た
ば

か
り
の

雪
で

、
結
晶

の
形

が
保

た
れ

た
雪

の
こ

と

で
す
。
１
㎥
の
重
さ
は
、
約

5
0～

1
50

㎏
で
す
。

降
っ

た
ば

か
り
の

新
雪

か
ら
、

時
間

が
経

つ
に

つ
れ

て
次

第

に
重
く
な
り
、
種
類
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
資

料
３

】
積

も
っ

た
雪

の
種

類
と
特
徴

−
1
−

1



（
２

）
①

 
山

々
に

降
り
積
っ
た
雪
は
や
が
て

雪
解

け
水

と
な

り
、
地
表
や
地
下
を
流
れ
ま
す
。

地
下

に
し

み
込

ん
だ

水
の

一
部

は
、

花
崗

岩
か

こ
う

が
ん

な
ど

天
然

の
フ

ィ
ル

タ
ー

を
通

り
、
湧わ

き
水

と
な
る
こ
ろ
に
は
、
ま
ろ
や

か
で

お
い

し
い
「

と
や
ま

の
名
水
」
に
な

り
ま

す
。

湧
き

水
が

多
い
場
所
は
、
扇
状
地

せ
ん

じ
ょ

う
ち

と
関

係
し

て
い

ま
す
。
扇
状
地
の
湧
き
水
は
、
大
き
く
分
け
て

2
種
類
あ
り
、「

入
善
町
杉
沢

の
沢

ス
ギ

」
の

よ
う

な
自

然
に
湧

き
出
す

「
地

表
清

水
」
と

「
黒
部

市
生

地
の

共
同
洗

ほ
ぬ

じ
ふ

ん

水す
い

い
場

」
の

よ
う
な
 掘

り
抜
き
井
戸
に
よ
る
「
自
噴
 

」
が
あ
り
ま
す
。

【
資

料
５

～
７

】
を

参
考
に

、
黒黒

部部
川川

扇扇
状状

地地
湧湧

水水
群群

のの
よよ

うう
なな

自自
噴噴

水水
がが

出出
るる

とと
思思

わわ
れれ

るる
場場

所所
のの

番番
号号

をを
地地

図図
中中
かか

らら
すす

べべ
てて
選選

びび
なな

ささ
いい

。。
 

【
資
料
５
】
扇
状
地
で
湧
き
水
が
あ
ふ
れ
る
仕
組
み

い
た

る
所

に
川

筋
を

つ
く

り
な

が
ら

形
作

ら
れ

た
扇

状
地

に
は

砂
や

石
が
多
い
で
す
。
水
は
、
そ
の
砂
や
石
に
よ
っ
て

ろ
過

さ
れ

て
地

面
に

染
み

込
み

、
大

き
な

地
下

水
の

プ
ー

ル
を

つ
く

り
ま

す
。
こ
の
地
下
水
は
、
ゆ
っ
く
り
と
下
流
に

流
れ

て
い

き
ま

す
。

こ
れ

を
伏

流
ふ
く
り
ゅ
う

水す
い
と

言
い

ま
す

。
 

伏
流

水
は

、
扇

端
部

せ
ん
た
ん
ぶ

に
く

る
と

、
湧

き
水

に
な

っ
て

再
び

地
表

に
出

て
き
ま
す
。
 

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

 
富

山
県
教

育
委
員
会
」
 

※
自
噴
と
は
、
石
油
や
温
泉
、
地
下

水
が
自

然
に
地

下
か

ら
地
表

に

湧
出
す

る
現
象

の
こ

と
を
言

い

ま
す
。

湧
水
と

は
、

自
噴
し

て

い
る
地

下
水
と

定
義

さ
れ
て

い

ま
す
。

提
供
「
入
善
町

教
育
委

員
会
」
 

（
２
）
②

無
色

透
明

な
水

で
す

が
、

さ
ま

ざ
ま

な
理

由
で

水
の

性
質

や
味

が
変

化
し

ま
す

。

【
資

料
８

～
1
1
】
の

デ
ー

タ
を

使
っ

て
、
全全

国国
のの

人人
々々

にに
「「

富富
山山

のの
水水
はは
おお

いい
しし

いい
」」

とと
いい

うう
ここ

とと
をを

55
00
字字

～～
88
00
字字

程程
度度
でで

宣宣
伝伝

しし
なな

ささ
いい

。。

【
資
料
６

】
地

形
図

と
黒

部
川

扇
状
地

湧
水

群
の

場
所

出
典
元

『
「
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図

国
土
地
理
院
」
に
一
部
加
筆
』

【
資
料
８
】
富
山
の

水
の

ク
オ

リ
テ
ィ

【
資
料

10
】
軟
水
と
硬
水

水
源
地
や
地
域
に
よ
っ
て
水
に
溶
け
込
む
成
分
は
異
な
り
、
お
の
ず
と
水
の

味
や
個
性
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
違
い
を
表
す
目
安
と
し
て
「
硬
度
」
が
あ

り
、
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
量
か
ら
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
「
硬
水
」
、
低
け
れ
ば
「
軟
水
」
で
す
。

【
資
料

11
】

河
川
縦
断
概
略
図

富
山
県
の

河
川
は

、
外
国

の
大
河

川
と
は

比
較
に

な
ら
な

い

ほ
ど
の
急

流
で
す

。
急
流

ゆ
え
に

降
っ
た

雨
は
す

ぐ
に
海

へ

流
出
し
ま

す
が
、

こ
れ
は

川
に
と

っ
て
は

途
中
で

汚
染
さ

れ

る
間
が
な

く
、
酸

素
に
よ

る
新
陳

代
謝
も

活
発
で

、
水
は

常

に
き
れ
い
な
状
態
で
す
。

【
資

料
７

】
富
山
県
の
河
川
図

出
典
元
「
国
土

交
通
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

【
資

料
９

】
富

山
県

の
森

林
分

布

森
林
は
降
っ
た
雨
を
枝
葉
や
落
葉
・
落
枝
の
堆
積

層
に
い
っ
た
ん
蓄
え
て
、
浄
化
し
な
が
ら
次
第
に

地
中
へ
し
み
込
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

富
山
県
内
に
広
が
る
森
林
も
ま
た
“
緑
の
ダ
ム
”

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

出
典
元
「
デ
ー
タ
で
見
る
富
山
県
の
森
林
・
林
業
」

杉杉
沢沢
のの
沢沢
スス
ギギ

生生
地地
のの
共共
同同
洗洗
いい
場場

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

−
2
−

−
3
−

（
２

）
①

山
々

に
降

り
積
っ
た
雪
は
や
が
て

雪
解

け
水

と
な

り
、
地
表
や
地
下
を
流
れ
ま
す
。

地
下

に
し

み
込

ん
だ

水
の

一
部

は
、

花
崗

岩
か

こ
う

が
ん

な
ど

天
然

の
フ

ィ
ル

タ
ー

を
通

り
、
湧わ

き
水
と
な
る
こ
ろ
に
は
、
ま
ろ
や

か
で

お
い

し
い
「

と
や
ま

の
名
水
」
に
な

り
ま

す
。

湧
き

水
が

多
い
場
所
は
、
扇
状
地

せ
ん

じ
ょ

う
ち

と
関

係
し

て
い

ま
す
。
扇
状
地
の
湧
き
水
は
、
大
き
く
分

け
て

2
種
類
あ
り
、「

入
善
町
杉
沢

の
沢

ス
ギ

」
の

よ
う

な
自

然
に
湧

き
出
す

「
地

表
清

水
」
と

「
黒
部

市
生

地
の

共
同
洗

ほ
ぬ

じ
ふ

ん

水す
い

い
場

」
の
よ
う
な
 掘

り
抜
き
井
戸
に
よ
る
「
自
噴
 

」
が
あ
り
ま
す
。

【
資

料
５

～
７

】
を

参
考
に

、
黒黒

部部
川川

扇扇
状状

地地
湧湧

水水
群群

のの
よよ

うう
なな

自自
噴噴

水水
がが

出出
るる

とと
思思

わわ
れれ

るる
場場

所所
のの

番番
号号

をを
地地
図図

中中
かか

らら
すす
べべ

てて
選選

びび
なな
ささ

いい
。。

【
資
料
５
】
扇
状
地
で
湧
き
水
が
あ
ふ
れ
る
仕
組
み

い
た

る
所

に
川

筋
を
つ

く
り

な
が

ら
形

作
ら

れ
た

扇
状

地
に

は
砂

や
石

が
多
い
で
す
。
水
は
、
そ
の
砂
や
石
に
よ
っ
て

ろ
過

さ
れ

て
地

面
に
染

み
込

み
、
大

き
な

地
下

水
の

プ
ー

ル
を

つ
く

り
ま

す
。
こ
の
地
下
水
は
、
ゆ
っ
く
り
と
下
流
に

流
れ

て
い

き
ま

す
。
こ

れ
を

伏
流

ふ
く
り
ゅ
う

水す
い
と

言
い

ま
す

。

伏
流

水
は

、
扇

端
部

せ
ん
た
ん

ぶ

に
く

る
と

、
湧

き
水

に
な

っ
て

再
び

地
表

に
出

て
き

ま
す
。

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

※
自
噴
と
は
、
石
油
や
温
泉
、
地
下

水
が
自

然
に
地

下
か

ら
地
表

に

湧
出
す

る
現
象

の
こ

と
を
言

い

ま
す
。

湧
水
と

は
、

自
噴
し

て

い
る
地

下
水
と

定
義

さ
れ
て

い

ま
す
。

提
供
「
入
善
町

教
育
委

員
会
」

 

（
２
）
②

無
色

透
明

な
水

で
す

が
、

さ
ま

ざ
ま

な
理

由
で

水
の

性
質

や
味

が
変

化
し

ま
す

。

【
資

料
８

～
1
1
】
の

デ
ー

タ
を

使
っ

て
、
全 全

国国
のの

人人
々々

にに
「「

富富
山山
のの

水水
はは
おお

いい
しし

いい
」」

とと
いい

うう
ここ

とと
をを

55
00
字字

～～
88
00
字字

程程
度度

でで
宣宣

伝伝
しし

なな
ささ

いい
。。

 

【
資
料
６

】
地

形
図

と
黒

部
川

扇
状
地

湧
水

群
の

場
所

出
典

元
『
「
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図

国
土
地
理
院
」
に
一
部
加
筆
』

【
資
料
８
】
富

山
の

水
の

ク
オ

リ
テ
ィ

【
資
料

10
】
軟
水
と
硬
水

水
源
地
や
地
域
に
よ
っ
て
水
に
溶
け
込
む
成
分
は
異
な
り
、
お
の
ず
と
水
の

味
や
個
性
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
違
い
を
表
す
目
安
と
し
て
「
硬
度
」
が
あ

り
、
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
量
か
ら
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
「
硬
水
」
、
低
け
れ
ば
「
軟
水
」
で
す
。

【
資
料

11
】

河
川
縦
断
概
略
図

富
山
県
の

河
川
は

、
外
国

の
大
河

川
と
は

比
較
に

な
ら
な

い

ほ
ど
の
急

流
で
す

。
急
流

ゆ
え
に

降
っ
た

雨
は
す

ぐ
に
海

へ

流
出
し
ま

す
が
、

こ
れ
は

川
に
と

っ
て
は

途
中
で

汚
染
さ

れ

る
間
が
な

く
、
酸

素
に
よ

る
新
陳

代
謝
も

活
発
で

、
水
は

常

に
き
れ
い
な
状
態
で
す
。

【
資

料
７

】
富
山
県
の
河
川
図

出
典
元
「
国
土

交
通
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

【
資

料
９

】
富

山
県

の
森

林
分

布

森
林
は
降
っ
た
雨
を
枝
葉
や
落
葉
・
落
枝
の
堆
積

層
に
い
っ
た
ん
蓄
え
て
、
浄
化
し
な
が
ら
次
第
に

地
中
へ
し
み
込
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

富
山
県
内
に
広
が
る
森
林
も
ま
た
“
緑
の
ダ
ム
”

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

出
典
元
「
デ
ー
タ
で
見
る
富
山
県
の
森
林
・
林
業
」

杉杉
沢沢
のの
沢沢
スス
ギギ

 

生生
地地
のの
共共
同同
洗洗
いい
場場

 

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

−
2
−

−
3
−

2



（
２

）
①

山
々

に
降

り
積
っ
た
雪
は
や
が
て

雪
解

け
水

と
な

り
、
地
表
や
地
下
を
流
れ
ま
す
。

地
下

に
し

み
込

ん
だ

水
の

一
部

は
、

花
崗

岩
か

こ
う

が
ん

な
ど

天
然

の
フ

ィ
ル

タ
ー

を
通

り
、
湧わ

き
水

と
な
る
こ
ろ
に
は
、
ま
ろ
や

か
で

お
い

し
い
「

と
や
ま

の
名
水
」
に
な

り
ま

す
。

湧
き

水
が

多
い
場
所
は
、
扇
状
地

せ
ん

じ
ょ

う
ち

と
関

係
し

て
い

ま
す
。
扇
状
地
の
湧
き
水
は
、
大
き
く
分
け
て

2
種
類
あ
り
、「

入
善
町
杉
沢

の
沢

ス
ギ

」
の

よ
う

な
自

然
に
湧

き
出
す

「
地

表
清

水
」
と

「
黒
部

市
生

地
の

共
同
洗

ほ
ぬ

じ
ふ

ん

水す
い

い
場

」
の

よ
う
な
 掘

り
抜
き
井
戸
に
よ
る
「
自
噴
 

」
が
あ
り
ま
す
。

【
資

料
５

～
７

】
を

参
考
に

、
黒黒

部部
川川

扇扇
状状

地地
湧湧

水水
群群

のの
よよ

うう
なな

自自
噴噴

水水
がが

出出
るる

とと
思思

わわ
れれ

るる
場場

所所
のの

番番
号号

をを
地地

図図
中中
かか

らら
すす

べべ
てて
選選

びび
なな

ささ
いい

。。

【
資
料
５
】
扇
状
地
で
湧
き
水
が
あ
ふ
れ
る
仕
組
み

い
た

る
所

に
川

筋
を

つ
く

り
な

が
ら

形
作

ら
れ

た
扇

状
地

に
は

砂
や

石
が
多
い
で
す
。
水
は
、
そ
の
砂
や
石
に
よ
っ
て

ろ
過

さ
れ

て
地

面
に

染
み

込
み

、
大

き
な

地
下

水
の

プ
ー

ル
を

つ
く

り
ま

す
。
こ
の
地
下
水
は
、
ゆ
っ
く
り
と
下
流
に

流
れ

て
い

き
ま

す
。

こ
れ

を
伏

流
ふ
く
り
ゅ
う

水す
い
と

言
い

ま
す

。

伏
流

水
は

、
扇

端
部

せ
ん
た
ん
ぶ

に
く

る
と

、
湧

き
水

に
な

っ
て

再
び

地
表

に
出

て
き
ま
す
。

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

※
自
噴
と
は
、
石
油
や
温
泉
、
地
下

水
が
自

然
に
地

下
か

ら
地
表

に

湧
出
す

る
現
象

の
こ

と
を
言

い

ま
す
。

湧
水
と

は
、

自
噴
し

て

い
る
地

下
水
と

定
義

さ
れ
て

い

ま
す
。

提
供
「
入
善
町

教
育
委

員
会
」

（
２
）
②

無
色

透
明

な
水

で
す

が
、

さ
ま

ざ
ま

な
理

由
で

水
の

性
質

や
味

が
変

化
し

ま
す

。

【
資

料
８

～
1
1
】
の

デ
ー

タ
を

使
っ

て
、
全全

国国
のの

人人
々々

にに
「「

富富
山山

のの
水水
はは
おお

いい
しし

いい
」」

とと
いい

うう
ここ

とと
をを

55
00
字字

～～
88
00
字字

程程
度度
でで

宣宣
伝伝

しし
なな

ささ
いい

。。

【
資
料
６

】
地

形
図

と
黒

部
川

扇
状
地

湧
水

群
の

場
所

出
典
元

『
「
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図

国
土
地
理
院
」
に
一
部
加
筆
』

【
資
料
８
】
富
山
の

水
の

ク
オ

リ
テ
ィ

【
資
料

10
】
軟
水
と
硬
水

水
源
地
や
地
域
に
よ
っ
て
水
に
溶
け
込
む
成
分
は
異
な
り
、
お
の
ず
と
水
の

味
や
個
性
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
違
い
を
表
す
目
安
と
し
て
「
硬
度
」
が
あ

り
、
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
量
か
ら
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
「
硬
水
」
、
低
け
れ
ば
「
軟
水
」
で
す
。

【
資
料

11
】

河
川
縦
断
概
略
図

富
山
県
の

河
川
は

、
外
国

の
大
河

川
と
は

比
較
に

な
ら
な

い

ほ
ど
の
急

流
で
す

。
急
流

ゆ
え
に

降
っ
た

雨
は
す

ぐ
に
海

へ

流
出
し
ま

す
が
、

こ
れ
は

川
に
と

っ
て
は

途
中
で

汚
染
さ

れ

る
間
が
な

く
、
酸

素
に
よ

る
新
陳

代
謝
も

活
発
で

、
水
は

常

に
き
れ
い
な
状
態
で
す
。

【
資

料
７

】
富
山
県
の
河
川
図

出
典
元
「
国
土

交
通
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

【
資

料
９

】
富

山
県

の
森

林
分

布

森
林
は
降
っ
た
雨
を
枝
葉
や
落
葉
・
落
枝
の
堆
積

層
に
い
っ
た
ん
蓄
え
て
、
浄
化
し
な
が
ら
次
第
に

地
中
へ
し
み
込
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

富
山
県
内
に
広
が
る
森
林
も
ま
た
“
緑
の
ダ
ム
”

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

出
典
元
「
デ
ー
タ
で
見
る
富
山
県
の
森
林
・
林
業
」

杉杉
沢沢
のの
沢沢
スス
ギギ

生生
地地
のの
共共
同同
洗洗
いい
場場

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

−
2
−

−
3
−

（
２

）
①

山
々

に
降

り
積
っ
た
雪
は
や
が
て

雪
解

け
水

と
な

り
、
地
表
や
地
下
を
流
れ
ま
す
。

地
下

に
し

み
込

ん
だ

水
の

一
部

は
、

花
崗

岩
か

こ
う

が
ん

な
ど

天
然

の
フ

ィ
ル

タ
ー

を
通

り
、
湧わ

き
水
と
な
る
こ
ろ
に
は
、
ま
ろ
や

か
で

お
い

し
い
「

と
や
ま

の
名
水
」
に
な

り
ま

す
。

湧
き

水
が

多
い
場
所
は
、
扇
状
地

せ
ん

じ
ょ

う
ち

と
関

係
し

て
い

ま
す
。
扇
状
地
の
湧
き
水
は
、
大
き
く
分

け
て

2
種
類
あ
り
、「

入
善
町
杉
沢

の
沢

ス
ギ

」
の

よ
う

な
自

然
に
湧

き
出
す

「
地

表
清

水
」
と

「
黒
部

市
生

地
の

共
同
洗

ほ
ぬ

じ
ふ

ん

水す
い

い
場

」
の
よ
う
な
 掘

り
抜
き
井
戸
に
よ
る
「
自
噴
 

」
が
あ
り
ま
す
。

【
資

料
５

～
７

】
を

参
考
に

、
黒黒

部部
川川

扇扇
状状

地地
湧湧

水水
群群

のの
よよ

うう
なな

自自
噴噴

水水
がが

出出
るる

とと
思思

わわ
れれ

るる
場場

所所
のの

番番
号号

をを
地地
図図

中中
かか

らら
すす
べべ

てて
選選

びび
なな
ささ

いい
。。

【
資
料
５
】
扇
状
地
で
湧
き
水
が
あ
ふ
れ
る
仕
組
み

い
た

る
所

に
川

筋
を
つ

く
り

な
が

ら
形

作
ら

れ
た

扇
状

地
に

は
砂

や
石

が
多
い
で
す
。
水
は
、
そ
の
砂
や
石
に
よ
っ
て

ろ
過

さ
れ

て
地

面
に
染

み
込

み
、
大

き
な

地
下

水
の

プ
ー

ル
を

つ
く

り
ま

す
。
こ
の
地
下
水
は
、
ゆ
っ
く
り
と
下
流
に

流
れ

て
い

き
ま

す
。
こ

れ
を

伏
流

ふ
く
り
ゅ
う

水す
い
と

言
い

ま
す

。

伏
流

水
は

、
扇

端
部

せ
ん
た
ん

ぶ

に
く

る
と

、
湧

き
水

に
な

っ
て

再
び

地
表

に
出

て
き

ま
す
。

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

※
自
噴
と
は
、
石
油
や
温
泉
、
地
下

水
が
自

然
に
地

下
か

ら
地
表

に

湧
出
す

る
現
象

の
こ

と
を
言

い

ま
す
。

湧
水
と

は
、

自
噴
し

て

い
る
地

下
水
と

定
義

さ
れ
て

い

ま
す
。

提
供
「
入
善
町

教
育
委

員
会
」

（
２
）
②

無
色

透
明

な
水

で
す

が
、

さ
ま

ざ
ま

な
理

由
で

水
の

性
質

や
味

が
変

化
し

ま
す

。

【
資

料
８

～
1
1
】
の

デ
ー

タ
を

使
っ

て
、
全全

国国
のの

人人
々々

にに
「「

富富
山山
のの

水水
はは
おお

いい
しし

いい
」」

とと
いい

うう
ここ

とと
をを

55
00
字字

～～
88
00
字字

程程
度度

でで
宣宣

伝伝
しし

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
６

】
地

形
図

と
黒

部
川

扇
状
地

湧
水

群
の

場
所

出
典

元
『
「
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図

国
土
地
理
院
」
に
一
部
加
筆
』

【
資
料
８
】
富

山
の

水
の

ク
オ

リ
テ
ィ

【
資
料

10
】
軟
水
と
硬
水

水
源
地
や
地
域
に
よ
っ
て
水
に
溶
け
込
む
成
分
は
異
な
り
、
お
の
ず
と
水
の

味
や
個
性
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
違
い
を
表
す
目
安
と
し
て
「
硬
度
」
が
あ

り
、
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
量
か
ら
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
「
硬
水
」
、
低
け
れ
ば
「
軟
水
」
で
す
。

【
資
料

11
】

河
川
縦
断
概
略
図

富
山
県
の

河
川
は

、
外
国

の
大
河

川
と
は

比
較
に

な
ら
な

い

ほ
ど
の
急

流
で
す

。
急
流

ゆ
え
に

降
っ
た

雨
は
す

ぐ
に
海

へ

流
出
し
ま

す
が
、

こ
れ
は

川
に
と

っ
て
は

途
中
で

汚
染
さ

れ

る
間
が
な

く
、
酸

素
に
よ

る
新
陳

代
謝
も

活
発
で

、
水
は

常

に
き
れ
い
な
状
態
で
す
。

【
資

料
７

】
富
山
県
の
河
川
図

出
典
元
「
国
土

交
通
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

【
資

料
９

】
富

山
県

の
森

林
分

布

森
林
は
降
っ
た
雨
を
枝
葉
や
落
葉
・
落
枝
の
堆
積

層
に
い
っ
た
ん
蓄
え
て
、
浄
化
し
な
が
ら
次
第
に

地
中
へ
し
み
込
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

富
山
県
内
に
広
が
る
森
林
も
ま
た
“
緑
の
ダ
ム
”

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

出
典
元
「
デ
ー
タ
で
見
る
富
山
県
の
森
林
・
林
業
」

杉杉
沢沢
のの
沢沢
スス
ギギ

生生
地地
のの
共共
同同
洗洗
いい
場場

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

−
2
−

−
3
−

１
２

水
は

、
私

た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
か
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
自
然
界
に
お
い
て
水
は
、
固

体
、

液
体

、
気

体
と

状
態

を
変

化
さ

せ
な

が
ら

巡
っ

て
い

ま
す

。
【

資
料

１
～
資

料
８
】

を
見

な
が

ら
水

と
環

境
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま

富
山
県
」

【
資
料
１
】
水
循
環
の
イ
メ
ー
ジ

【
資
料
２
】

20
22

年
8
月

14
日

北
日
本
新
聞

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま

富
山
県
」

【
資
料
３
】

20
22

年
8
月

13
日

雨
雲
レ
ー
ダ
ー

【
資
料
４
】
酸
性
雨

の
影
響

出
典
元
「
気
象

庁
H

P
 
酸
性
雨

の
発
生
に
関

わ
る
概
念
」

酸
性
雨
と
は
、
二
酸
化
硫
黄
（

SO
2）

や
窒

素
酸

化
物
（

NO
x）

な
ど

を
起

源
と
す

る
酸
性

物
質
が
雨
・
雪

・
霧
な

ど
に

溶
け

込
み

、
通

常
よ

り
強

い
酸

性
を

示
す

現
象
で
す
。

酸
性
雨

は
、
河
川
や
湖

沼
、
土

壌
を

酸
性

化
し

て
生

態
系

に
悪

影
響

を
与

え
る

ほ
か
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
溶
か

し
た

り
、

金
属

に
錆

を
発

生
さ

せ
た

り
し

て
建

造
物
や
文
化
財
に
被
害
を
与
え
ま
す

。

【
資

料
５
】
p
H
と
は

リ
ト
マ
ス
試
験
紙
を
使
っ
て
酸
性
・
中
性
・

ア
ル

カ
リ

性
を

調
べ

る
の

と
同

じ
よ

う

に
、
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
も
色
の
変
化
で
液
性

を
判
断
す
る
方
法
な
ん
だ
。

p
H
と
は
、
液
体
を
酸
性
・中

性
・
ア
ル
カ
リ
性

に
分
類
す
る
た
め
の
尺
度
な
ん
じ
ゃ
。

①
雲

か
ら

雨
や

雪
が

降
り
、
地
中
に

浸
透

し
ん

と
う

し
た
り
、
ダ
ム

や
湖

に
水

が
た
ま
っ

た
り
す
る
。

②
川

や
用

水
に

送
ら

れ
た
水
は

、
農
業

に
利
用
さ
れ
た

り
、

浄
水

じ
ょ
う
す
い

場
に

送
ら

れ
浄

水
処

理
を

施
ほ

ど
こ

さ
れ

て
上

水
道

を
経

由
し

私
た
ち
の

家
の

蛇
口

じ
ゃ

ぐ
ち

に
送
ら
れ

た
り
す
る
。

③
使

い
終

わ
っ

た
水

は
、

下
水

道
を

通
っ

て
汚
水

お
す

い

処
理

場

で
き

れ
い

な
水
と
な

っ
て
河
川
や
海

へ
流
れ
て
い
く

。

④
（ （

アア
））
のの

熱熱
に
よ
っ
て
、
海
の
水
が

蒸
発
し
、
そ
の
水
分

は
上

空
で

雲
に
な
る

。

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

出
典
元
「
2
0
2
2
年
８
月

1
4
日
付
北
日
本
新

聞
」

出
典
元
「
te

n
ki

.j
p
雨
雲
レ
ー

ダ
ー

」

（
１

）
【

資
料

１
】

①
～

④
の

水
循

環
を

作
り

出
す
（（

アア
））

にに
ああ

てて
はは

まま
るる

エエ
ネネ

ルル
ギギ

ーー
（（

熱熱
））

源源

はは
何何

かか
、、

答答
ええ

なな
ささ

いい
。。

（
２
）
大
雨
で
降

雨
量

が
用

水
や

河
川

の
排

水
能

力
を

上
回

っ
た

場
合

、
市市

街街
地地

でで
はは

どど
のの

よよ
うう

なな

水水
害害
がが
起起

ここ
るる
とと

考考
ええ

らら
れれ
まま

すす
かか

。。

ま
た
、
そ

の
よ

う
な

水
害

が
起

こ
る

こ
と

を
想

定
し

て
普

段
か

ら
どど
のの

よよ
うう

なな
ここ

とと
をを

心心
がが

けけ
てて
おお
けけ

ばば
よよ

いい
かか

、、
ああ

なな
たた

のの
考考

ええ
をを

書書
きき

なな
ささ

いい
。。

（
３
）
太
郎
さ
ん

は
、
酸

性
雨

の
影

響
に

つ
い

て
興

味
を

も
ち

、
庭

に
降

る
雨

を
採

取
し

て
パ

ッ
ク

テ
ス
ト

を
使

っ
て

酸
性

度
を

調
べ

て
み

ま
し

た
。

結
果

は
、

pH
5.

2
の

酸
性

雨
で

し
た

。

そ
こ
で

、
太

郎
さ

ん
は

、
酸

性
雨

の
影

響
を

防
ぐ

方
法

は
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。

【
資
料

４
～

８
】

を
参

考
に

、
採採

取取
しし

たた
酸酸

性性
雨雨
をを
身身

のの
回回

りり
のの

物物
をを

使使
っっ

てて
ppHH

66～～
88
のの

中中
性性

にに
近近

づづ
けけ

るる
方方

法法
をを

考考
ええ

なな
ささ

いい
。。

た
だ

し
、

使
用

す
る

酸
性

雨
や

身
の

回
り

物
の

量

は
考
え

な
い

も
の

と
す

る
。

【
資
料
８
】
身
の
回
り
の
物
の

pH

【
資

料
７

】
酸

性
度

を
調

べ
る

パ
ッ
ク

テ
ス

ト
の

方
法

【
資
料
６
】
酸

性
中
性

ア
ル

カ
リ
性

の
モ

デ
ル

図

酸
性
雨
を
注
入
し
ま
す

試
薬
と
反
応
し
て
色
が

変
化
し
ま
す

色
変
化
シ
ー
ト
と
見
比
べ
る
と
、

酸
性
雨
だ
と
分
か
り
ま
す

水水

出
典
元
「
知
識
の
泉

H
P

」

出
典
元
「
ふ

た
ば
の
ブ
ロ
グ

H
P

一
部
加
筆
」

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」

−
4
−

−
5
−

（
１

）
【

資
料
１

】
①

～
④

の
水

循
環

を
作

り
出

す
（（

アア
））

にに
ああ

てて
はは

まま
るる

エエ
ネネ

ルル
ギギ

ーー
（（

熱熱
））

源源

はは
、、
何何

かか
答答

ええ
なな
ささ

いい
。。
 

（
２
）
大
雨

で
降

雨
量

が
用

水
や

河
川

の
排

水
能

力
を

上
回

っ
た

場
合

、
市市
街街

地地
でで
はは

どど
のの
よよ

うう
なな

水水
害害
がが

起起
ここ

るる
とと
考考

ええ
らら
れれ

まま
すす

かか
。。

ま
た
、
そ

の
よ

う
な

水
害

が
起

こ
る

こ
と

を
想

定
し

て
普

段
か

ら
どど

のの
よよ

うう
なな
ここ

とと
をを

心心
がが

けけ
てて
おお

けけ
ばば
よよ

いい
かか

ああ
なな

たた
のの

考考
ええ
をを

書書
きき
なな

ささ
いい

。。

（
３
）
太
郎
さ

ん
は

、
酸

性
雨

の
影

響
に

つ
い

て
興

味
を

も
ち

、
庭

に
降

る
雨

を
採

取
し

て
パ

ッ
ク

テ
ス
ト
を

使
っ

て
酸

性
度

を
調

べ
て

み
ま

し
た

。
結

果
は

、
pH

5.
2
の

酸
性

雨
で

し
た

。

そ
こ
で

、
太

郎
さ

ん
は

、
酸

性
雨

の
影

響
を

防
ぐ

方
法

は
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。

【
資
料

４
～

８
】

を
参

考
に

、
採 採

取取
しし

たた
酸酸
性性

雨雨
をを

身身
のの
回回

りり
のの

物物
をを
使使

っっ
てて

ppHH
  66
～～

88
のの

中中
性性

にに
近近

づづ
けけ

るる
方方

法法
をを

考考
ええ

なな
ささ

いい
。。

た
だ

し
、

使
用

す
る

酸
性

雨
や

身
の

回
り

物
の

量

は
考
え

な
い

も
の

と
す

る
。

【
資
料
８
】
身
の
回
り
の
物
の

pH
 

【
資

料
７

】
酸

性
度

を
調

べ
る

パ
ッ
ク

テ
ス

ト
の

方
法

【
資
料
６
】
酸
性

 中
性

 ア
ル

カ
リ
性

の
モ

デ
ル

図

酸
性
雨
を
注
入
し
ま
す

 

試
薬
と
反
応
し
て
色
が

変
化
し
ま
す

 

色
変
化
シ
ー
ト
と
見
比
べ
る
と
、

酸
性
雨
だ
と
分
か
り
ま
す

 水 水
  

出
典
元
「
知
識
の
泉

H
P
 」

 

出
典
元
「
ふ

た
ば
の
ブ
ロ
グ

H
P
 
一
部
加
筆
」
 

出
典
元
「
水
の
王

国
と
や
ま
Ｈ
Ｐ
」
 

著
作

物
引

用
箇

所
の

た
め

非
公

表

3



２
富

山
県

に
は

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
様
々
あ
り
、
そ
の
な
か

に
富
山
マ
ラ
ソ
ン
と
お
わ
ら
風
の

盆
が

あ
り

ま
す

。
問

題
１
で
は
「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
」
、
問
題
２
で
は
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
に
つ
い
て

文
章

を
読

み
、

問
題

を
解
き
ま
し
ょ
う
。

１
富

山
マ

ラ
ソ

ン
は
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
富
山
市
を
コ
ー
ス
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
る
大
き
な
イ

ベ
ン

ト
で

す
。

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

（
4
2
.
1
9
5
㎞
）
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
4
㎞
）
・
車
い
す
（
9
㎞
）
の
３
部
門
で
、
全

部
で

1
5
5
0
0
人

も
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
富
山
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
富
山
県
民
の
み
な
ら
ず
、

国
内

外
か

ら
多

く
の

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
富
山
を
舞
台
に
し
た
富
山

マ
ラ

ソ
ン

に
多

く
の

人
々
が
参
加
す
る
理
由
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ

ー
ト

は
高

岡
市

。
高

岡
市
に
は

古こ

城じ
ょ
う

公こ
う

園え
ん

・
高
岡
大
仏
・
山や

ま

町ち
ょ

う

筋す
じ

・
瑞ず

い

龍り
ゅ

う

寺じ

な
ど
古
き
良

き
町

並
み

と
風

情
が

あ
り
ま
す
。
射
水
市
に
は
、
新
湊
漁
港
・
海
王
丸
パ
ー
ク
・
新
湊
大
橋
と
美

し
い

町
並

み
と

海
と

の
融
合
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地
点

は
、
富
山
市
の
環
水
公
園
。
ま
た
、

美
し

い
立

山
連

峰
は

常
に
選
手
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

出
典
元
「

富
山
マ

ラ
ソ
ン

Ｈ
Ｐ
」

（
１

）
あ

る
年

の
富

山
マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）
の
参
加
者

は
、
1
4
5
0
0
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
県

内
か

ら
の

参
加
者
は

5
5
％
で
し
た
。
県
内
の
参
加
者
が
何
人
か
答
え
な
さ
い
。

２
°

（
２
）
富
山
マ
ラ

ソ
ン

の
コ

ー
ス

に
は

ラ
ン

ナ
ー

の
た

め
に

食
べ

物
が

用
意

さ
れ

た
地

点
が

あ
り

ま

す
。
1
8
.
6
㎞

地
点

の
新

湊
漁

業
協

同
組

合
前

で
は

、
富

山
名

物
「

ま
す

の
寿

司
」
が

用
意

さ
れ

て
い
ま
す
。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

の
５

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
１

個
食

べ
ま

す
。
３

割
の

ラ
ン

ナ

ー
は
２
個
食

べ
ま

す
。
２

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
食

べ
ま

せ
ん

。
ま

す
の

寿
司

は
何

個
準

備
す

れ
ば

よ
い
で
し
ょ

う
か

。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

が
（

１
）
と

同
じ

1
4
5
0
0
人

と
し

て
計

算
し

て
求

め
な
さ
い
。

（
３
）
ス
タ
ー
ト

し
て

2
0
㎞

地
点

に
、
新

湊
大

橋
が

あ
り

ま
す

。
新

湊
大

橋
は

広こ
う

域い
き

幹か
ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

と
連
絡
す

る
こ

と
に

よ
り

、
増

加
す

る
コ

ン
テ

ナ
貨

物
を

中
心

と
す

る
物

流
の

円え
ん

滑か
つ

化か

お
よ

び
効
率
化
を

図
り

、
ま

た
、

年
間

約
8
0
万

人
に

の
ぼ

る
海

王
丸

パ
ー

ク
へ

の
来

訪
者

な
ど

、

港
湾
利
用

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

次
の
図
は

、
新

湊
大

橋
の

側
面

図
で

す
。

新
湊

大
橋

の
全

長
を

知
る

た
め

に
新

湊
大

橋
の

構

造
を
調
べ
ま

し
た

。

新
湊
大
橋

の
中

央
部

分
に

は
、

主
径

間
と

呼
ば

れ
る

部
分

が
3
6
0
ｍ

、
そ

の
両

側
に

側
径

間

と
呼
ば
れ

る
部

分
が

1
2
0
ｍ

ず
つ

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

主
径

間
部

分
は

、
海

抜
4
7
ｍ

に
も

な
り

ま
す
。
新
湊

大
橋

の
全

長
を

調
べ

る
た

め
に

、
新

湊
大

橋
を

台
形

と
し

て
考

え
た

い
と

思
い

ま

す
。 台

形
を

直
角

三
角

形
と

長
方

形
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

考
え

ま
す

。
道

路
斜

面
の

傾
斜

は
、

２
°
で
し

た
。

こ
れ

ら
の

情
報

を
使

っ
て

、
新

湊
大

橋
の

道
路

の
長

さ
を

求
め

な
さ

い
。

ヒ
ン
ト

直
角

三
角

形
の

辺
の

割
合

は
角

度
に

よ
っ

て
決

ま
っ

て
い

ま
す

。

２
°

の
場

合

=
0.

03
49

出
典
元
「
射
水
市
公
式
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

−
6
−

−
7
−

２
富

山
県

に
は

魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
様
々
あ
り
、
そ
の
な
か
に
富
山
マ
ラ
ソ
ン
と
お
わ
ら
風
の

盆
が

あ
り

ま
す

。
問
題
１
で
は
「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
」
、
問
題
２
で
は
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
に
つ
い
て

文
章

を
読

み
、

問
題

を
解
き
ま
し
ょ
う
。

１
富

山
マ

ラ
ソ

ン
は

、
高
岡
市
、
射
水
市
、
富
山
市
を
コ
ー
ス

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
る
大
き
な
イ

ベ
ン

ト
で

す
。

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

（
4
2
.
1
9
5
㎞
）
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
4
㎞
）
・

車
い
す
（
9
㎞
）
の
３
部
門
で
、
全

部
で

1
5
5
0
0
人

も
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
富
山
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
富
山
県
民
の
み
な
ら
ず
、

国
内

外
か

ら
多

く
の

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
富
山
を
舞
台
に
し
た
富
山

マ
ラ

ソ
ン

に
多

く
の

人
々
が
参
加
す
る
理
由
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ

ー
ト

は
高

岡
市

。
高
岡
市
に
は

古こ

城じ
ょ
う

公こ
う

園え
ん

・
高
岡
大
仏
・
山や

ま

町ち
ょ

う

筋す
じ

・
瑞ず

い

龍り
ゅ

う

寺じ

な
ど
古
き
良

き
町

並
み

と
風

情
が

あ
り
ま
す
。
射
水
市
に
は
、
新
湊
漁
港
・
海
王
丸
パ
ー
ク
・
新
湊
大
橋
と
美

し
い

町
並

み
と

海
と

の
融
合
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地
点

は
、
富
山
市
の
環
水
公
園
。
ま
た
、

美
し

い
立

山
連

峰
は

常
に
選
手
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

出
典
元
「

富
山
マ

ラ
ソ
ン

Ｈ
Ｐ
」

（
１

）
あ

る
年

の
富

山
マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）
の
参
加
者
は
、
1
4
5
0
0
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
県

内
か

ら
の

参
加
者
は

5
5
％
で
し
た
。
県
内
の
参
加
者
が
何
人
か
答
え
な
さ
い
。

２
°

（
２
）
富
山

マ
ラ

ソ
ン

の
コ

ー
ス

に
は

ラ
ン

ナ
ー

の
た

め
に

食
べ

物
が

用
意

さ
れ

た
地

点
が

あ
り

ま

す
。
1
8
.
6
㎞

地
点

の
新

湊
漁

業
協

同
組

合
前

で
は

、
富

山
名

物
「

ま
す

の
寿

司
」
が

用
意

さ
れ

て
い
ま

す
。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

の
５

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
１

個
食

べ
ま

す
。
３

割
の

ラ
ン

ナ

ー
は
２

個
食

べ
ま

す
。
２

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
食

べ
ま

せ
ん

。
ま

す
の

寿
司

は
何

個
準

備
す

れ
ば

よ
い
で

し
ょ

う
か

。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

が
（

１
）
と

同
じ

1
4
5
0
0
人

と
し

て
計

算
し

て
求

め
な
さ

い
。

（
３
）
ス
タ

ー
ト

し
て

2
0
㎞

地
点

に
、
新

湊
大

橋
が

あ
り

ま
す

。
新

湊
大

橋
は

広こ
う

域い
き

幹か
ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

と
連
絡
す

る
こ

と
に

よ
り

、
増

加
す

る
コ

ン
テ

ナ
貨

物
を

中
心

と
す

る
物

流
の

円え
ん

滑か
つ

化か

お
よ

び
効
率

化
を

図
り

、
ま

た
、

年
間

約
8
0
万

人
に

の
ぼ

る
海

王
丸

パ
ー

ク
へ

の
来

訪
者

な
ど

、

港
湾
利
用

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

次
の
図
は

、
新

湊
大

橋
の

側
面

図
で

す
。

新
湊

大
橋

の
全

長
を

知
る

た
め

に
新

湊
大

橋
の

構

造
を
調
べ
ま

し
た

。

新
湊
大
橋

の
中

央
部

分
に

は
、

主
径

間
と

呼
ば

れ
る

部
分

が
3
6
0
ｍ

、
そ

の
両

側
に

側
径

間

と
呼
ば
れ

る
部

分
が

1
2
0
ｍ

ず
つ

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

主
径

間
部

分
は

、
海

抜
4
7
ｍ

に
も

な
り

ま
す
。
新
湊

大
橋

の
全

長
を

調
べ

る
た

め
に

、
新

湊
大

橋
を

台
形

と
し

て
考

え
た

い
と

思
い

ま

す
。 台

形
を

直
角

三
角

形
と

長
方

形
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

考
え

ま
す

。
道

路
斜

面
の

傾
斜

は
、

２
°
で
し

た
。

こ
れ

ら
の

情
報

を
使

っ
て

、
新

湊
大

橋
の

道
路

の
長

さ
を

求
め

な
さ

い
。

ヒ
ン

ト

直
角

三
角

形
の

辺
の

割
合

は
角

度
に

よ
っ

て
決

ま
っ

て
い

ま
す

。

２
°

の
場

合

=
0.
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49
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典
元
「
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水
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公
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観
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ホ
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２
富

山
県

に
は

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
様
々
あ
り
、
そ
の
な
か

に
富
山
マ
ラ
ソ
ン
と
お
わ
ら
風
の

盆
が

あ
り

ま
す

。
問

題
１
で
は
「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
」
、
問
題
２
で
は
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
に
つ
い
て

文
章

を
読

み
、

問
題

を
解
き
ま
し
ょ
う
。

１
富

山
マ

ラ
ソ

ン
は
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
富
山
市
を
コ
ー
ス
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
る
大
き
な
イ

ベ
ン

ト
で

す
。

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

（
4
2
.
1
9
5
㎞
）
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
4
㎞
）
・
車
い
す
（
9
㎞
）
の
３
部
門
で
、
全

部
で

1
5
5
0
0
人

も
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
富
山
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
富
山
県
民
の
み
な
ら
ず
、

国
内

外
か

ら
多

く
の

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
富
山
を
舞
台
に
し
た
富
山

マ
ラ

ソ
ン

に
多

く
の

人
々
が
参
加
す
る
理
由
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ

ー
ト

は
高

岡
市

。
高

岡
市
に
は

古こ

城じ
ょ
う

公こ
う

園え
ん

・
高
岡
大
仏
・
山や

ま

町ち
ょ

う

筋す
じ

・
瑞ず

い

龍り
ゅ

う

寺じ

な
ど
古
き
良

き
町

並
み

と
風

情
が

あ
り
ま
す
。
射
水
市
に
は
、
新
湊
漁
港
・
海
王
丸
パ
ー
ク
・
新
湊
大
橋
と
美

し
い

町
並

み
と

海
と

の
融
合
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地
点

は
、
富
山
市
の
環
水
公
園
。
ま
た
、

美
し

い
立

山
連

峰
は

常
に
選
手
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

出
典
元
「

富
山
マ

ラ
ソ
ン

Ｈ
Ｐ
」

（
１

）
あ

る
年

の
富

山
マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）
の
参
加
者

は
、
1
4
5
0
0
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
県

内
か

ら
の

参
加
者
は

5
5
％
で
し
た
。
県
内
の
参
加
者
が
何
人
か
答
え
な
さ
い
。

２
°

（
２
）
富
山
マ
ラ

ソ
ン

の
コ

ー
ス

に
は

ラ
ン

ナ
ー

の
た

め
に

食
べ

物
が

用
意

さ
れ

た
地

点
が

あ
り

ま

す
。
1
8
.
6
㎞

地
点

の
新

湊
漁

業
協

同
組

合
前

で
は

、
富

山
名

物
「

ま
す

の
寿

司
」
が

用
意

さ
れ

て
い
ま
す
。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

の
５

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
１

個
食

べ
ま

す
。
３

割
の

ラ
ン

ナ

ー
は
２
個
食

べ
ま

す
。
２

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
食

べ
ま

せ
ん

。
ま

す
の

寿
司

は
何

個
準

備
す

れ
ば

よ
い
で
し
ょ

う
か

。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

が
（

１
）
と

同
じ

1
4
5
0
0
人

と
し

て
計

算
し

て
求

め
な
さ
い
。

（
３
）
ス
タ
ー
ト

し
て

2
0
㎞

地
点

に
、
新

湊
大

橋
が

あ
り

ま
す

。
新

湊
大

橋
は

広こ
う

域い
き

幹か
ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

と
連
絡
す

る
こ

と
に

よ
り

、
増

加
す

る
コ

ン
テ

ナ
貨

物
を

中
心

と
す

る
物

流
の

円え
ん

滑か
つ

化か

お
よ

び
効
率
化
を

図
り

、
ま

た
、

年
間

約
8
0
万

人
に

の
ぼ

る
海

王
丸

パ
ー

ク
へ

の
来

訪
者

な
ど

、

港
湾
利
用

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

次
の
図
は

、
新

湊
大

橋
の

側
面

図
で

す
。

新
湊

大
橋

の
全

長
を

知
る

た
め

に
新

湊
大

橋
の

構

造
を
調
べ
ま

し
た

。

新
湊
大
橋

の
中

央
部

分
に

は
、

主
径

間
と

呼
ば

れ
る

部
分

が
3
6
0
ｍ

、
そ

の
両

側
に

側
径

間

と
呼
ば
れ

る
部

分
が

1
2
0
ｍ

ず
つ

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

主
径

間
部

分
は

、
海

抜
4
7
ｍ

に
も

な
り

ま
す
。
新
湊

大
橋

の
全

長
を

調
べ

る
た

め
に

、
新

湊
大

橋
を

台
形

と
し

て
考

え
た

い
と

思
い

ま

す
。 台

形
を

直
角

三
角

形
と

長
方

形
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

考
え

ま
す

。
道

路
斜

面
の

傾
斜

は
、

２
°
で
し

た
。

こ
れ

ら
の

情
報

を
使

っ
て

、
新

湊
大

橋
の

道
路

の
長

さ
を

求
め

な
さ

い
。

ヒ
ン
ト

直
角

三
角

形
の

辺
の

割
合

は
角

度
に

よ
っ

て
決

ま
っ

て
い

ま
す

。

２
°
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場
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２
富

山
県

に
は

魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
様
々
あ
り
、
そ
の
な
か
に
富
山
マ
ラ
ソ
ン
と
お
わ
ら
風
の

盆
が

あ
り

ま
す

。
問
題
１
で
は
「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
」
、
問
題
２
で
は
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
に
つ
い
て

文
章

を
読

み
、

問
題

を
解
き
ま
し
ょ
う
。

１
富

山
マ

ラ
ソ

ン
は

、
高
岡
市
、
射
水
市
、
富
山
市
を
コ
ー
ス

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
る
大
き
な
イ

ベ
ン

ト
で

す
。

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

（
4
2
.
1
9
5
㎞
）
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
4
㎞
）
・

車
い
す
（
9
㎞
）
の
３
部
門
で
、
全

部
で

1
5
5
0
0
人

も
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
富
山
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
富
山
県
民
の
み
な
ら
ず
、

国
内

外
か

ら
多

く
の

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
富
山
を
舞
台
に
し
た
富
山

マ
ラ

ソ
ン

に
多

く
の

人
々
が
参
加
す
る
理
由
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ

ー
ト

は
高

岡
市

。
高
岡
市
に
は

古こ

城じ
ょ
う

公こ
う

園え
ん

・
高
岡
大
仏
・
山や

ま

町ち
ょ

う

筋す
じ

・
瑞ず

い

龍り
ゅ

う

寺じ

な
ど
古
き
良

き
町

並
み

と
風

情
が

あ
り
ま
す
。
射
水
市
に
は
、
新
湊
漁
港
・
海
王
丸
パ
ー
ク
・
新
湊
大
橋
と
美

し
い

町
並

み
と

海
と

の
融
合
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地
点

は
、
富
山
市
の
環
水
公
園
。
ま
た
、

美
し

い
立

山
連

峰
は

常
に
選
手
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

出
典
元
「

富
山
マ

ラ
ソ
ン

Ｈ
Ｐ
」

（
１

）
あ

る
年

の
富

山
マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）
の
参
加
者
は
、
1
4
5
0
0
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
県

内
か

ら
の

参
加
者
は

5
5
％
で
し
た
。
県
内
の
参
加
者
が
何
人
か
答
え
な
さ
い
。

２
°

（
２
）
富
山

マ
ラ

ソ
ン

の
コ

ー
ス

に
は

ラ
ン

ナ
ー

の
た

め
に

食
べ

物
が

用
意

さ
れ

た
地

点
が

あ
り

ま

す
。
1
8
.
6
㎞

地
点

の
新

湊
漁

業
協

同
組

合
前

で
は

、
富

山
名

物
「

ま
す

の
寿

司
」
が

用
意

さ
れ

て
い
ま

す
。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

の
５

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
１

個
食

べ
ま

す
。
３

割
の

ラ
ン

ナ

ー
は
２

個
食

べ
ま

す
。
２

割
の

ラ
ン

ナ
ー

は
食

べ
ま

せ
ん

。
ま

す
の

寿
司

は
何

個
準

備
す

れ
ば

よ
い
で

し
ょ

う
か

。
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

が
（

１
）
と

同
じ

1
4
5
0
0
人

と
し

て
計

算
し

て
求

め
な
さ

い
。

（
３
）
ス
タ

ー
ト

し
て

2
0
㎞

地
点

に
、
新

湊
大

橋
が

あ
り

ま
す

。
新

湊
大

橋
は

広こ
う

域い
き

幹か
ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

と
連
絡
す

る
こ

と
に

よ
り

、
増

加
す

る
コ

ン
テ

ナ
貨

物
を

中
心

と
す

る
物

流
の

円え
ん

滑か
つ

化か

お
よ

び
効
率

化
を

図
り

、
ま

た
、

年
間

約
8
0
万

人
に

の
ぼ

る
海

王
丸

パ
ー

ク
へ

の
来

訪
者

な
ど

、

港
湾
利
用

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

次
の
図
は

、
新

湊
大

橋
の

側
面

図
で

す
。

新
湊

大
橋

の
全

長
を

知
る

た
め

に
新

湊
大

橋
の

構

造
を
調
べ
ま

し
た

。

新
湊
大
橋

の
中

央
部

分
に

は
、

主
径

間
と

呼
ば

れ
る

部
分

が
3
6
0
ｍ

、
そ

の
両

側
に

側
径

間

と
呼
ば
れ

る
部

分
が

1
2
0
ｍ

ず
つ

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

主
径

間
部

分
は

、
海

抜
4
7
ｍ

に
も

な
り

ま
す
。
新
湊

大
橋

の
全

長
を

調
べ

る
た

め
に

、
新

湊
大

橋
を

台
形

と
し

て
考

え
た

い
と

思
い

ま

す
。 台

形
を

直
角

三
角

形
と

長
方

形
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

考
え

ま
す

。
道

路
斜

面
の

傾
斜

は
、

２
°
で
し

た
。

こ
れ

ら
の

情
報

を
使

っ
て

、
新

湊
大

橋
の

道
路

の
長

さ
を

求
め

な
さ

い
。

ヒ
ン

ト

直
角

三
角

形
の

辺
の

割
合

は
角

度
に

よ
っ

て
決

ま
っ

て
い

ま
す

。

２
°

の
場

合

=
0.
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出
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２
 

お
わ

ら
風

の
盆

は
、
毎
年
９
月
１
日
か
ら
３
日
に
富
山
市

八や
つ

尾お

町
で
行
わ
れ
る
 3
0
0
 年

以
上

続
く

伝
統

行
事

で
、

胡こ

弓き
ゅ
う

や
太
鼓
の
音
と
お
わ
ら
節
の
唄
に
合
わ
せ
て
、
編
み
笠
を
目
深
に
か

ぶ
っ

た
特

徴
的

な
姿
の
男
女
が
踊
り
ま
す
。
県
内
外
の
多
く
の

人
に
知
ら
れ
て
お
り
、
例
年
全
国

か
ら

３
日

間
あ

わ
せ
て
 2
0
 万

人
以
上
の
フ
ァ
ン
が
見
学
に
訪

れ
ま
す
。
 

(
１
)

観
光

協
会

に
よ

る
と
、
１
日
目
の
あ
る
時
間
帯
の
観
光
客
数
は
 1
2
8
7
7
 人

で
、
そ
の
中
で

大
人

は
 1
0
0
3
3
 人

で
し
た
。
大
人
の
割
合
を
最
も
簡
単
な
分
数
で
表
し
な
さ
い
。
考
え
方
が
わ

か
る

式
や

こ
と

ば
等

も
書
き
な
さ
い
。

(
２

)
１

日
目

、
屋

外
ス

テ
ー
ジ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
た
と
こ

ろ
、
雨
天
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り

、
用

意
し

た
チ
ケ
ッ
ト
は
２
０
枚
売
れ
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
日
目
は
、
チ
ケ
ッ
ト

の
枚

数
を

１
日

目
よ
り
１
０
％
減
ら
し
て
用
意
し
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
天
候
が
回
復
し
た
こ

と
も

あ
り

用
意

し
た
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
、
２
日
目
に
売
れ

た
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
は
１
日
目
に

売
れ

た
枚

数
よ

り
５
％
多
く
な
り
ま
し
た
。
１
日
目
に
用
意

し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
を
求
め
な

さ
い

。
ま

た
、

考
え
方
が
わ
か
る
式
や
こ
と
ば
等
も
書
き
な
さ
い
。
 

（
３

）
観

光
協

会
は

、
よ

り
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
図
Ⅰ
の
空
き
地
を
有
効
活
用
し

た
い

と
思

い
ま

し
た
。
正
方
形
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
全
て
私

有
地
の
た
め
、
使
用
で
き
な
か
っ

た
の

で
、

図
Ⅱ

の
よ
う
な
正
方
形
Ｅ
の
特
別
ス
テ
ー
ジ
を

設
置
す
る
計
画
を
考
え
ま
し
た
。
 

Ａ
で

は
５

人
、

Ｂ
、
Ｄ
で
は
２
０
人
、
Ｃ
で
は
４
５
人
ま
で
踊
れ
ま
す
。
 

こ
の

と
き

、
正

方
形
Ｅ
の

特
別
ス
テ
ー
ジ
で
は
何
人

ま
で

踊
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
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た
だ

し
、
踊

れ
る

人
数
は
正
方
形
の
面
積
に
比
例
し
ま
す
。
ま
た
、
考
え
方
が
わ
か
る
式
や
こ

と
ば

等
も

書
き

な
さ

い
。
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み
な
さ
ん

、
富

山
県

の
有

名
な

も
の

を
い

く
つ

知
っ

て
い

ま
す

か
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県
花

 
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
、
県

木
 
タ

テ
ヤ

マ
ス

ギ
、
県

獣
 
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

、
富

山
湾

の
し

ん
き

ろ
う

、
雨

晴
海

岸
の

「
け

あ
ら

し
」

に
つ

い
て

考
え

て
み

ま
し

ょ
う

。
神
秘
的

な
風

景
で

あ
る

蜃
気

楼

県
花
：
チ
ュ
ー

リ
ッ

プ
昭

和
29

年
（

19
54

年
）

3
月

22
日

に
県
花
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
本

県
は
、
日
本

一
の

出
荷
量

を
誇

る
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

球
根

産
地

で
あ
り

、
約

30
0

の
品

種
が

栽
培

さ
れ

て
い

ま
す

。
4
月

下
旬

に
な

る
と

、
砺
波

地
方
を

は
じ

め
各

地
で

色
と

り
ど

り
の

花
の

じ
ゅ

う
た
ん

が
見

ら
れ

ま
す

。

県
木
：
タ
テ
ヤ

マ
ス

ギ
昭

和
41

年
（

19
66

年
）

10
月

1
日

に
県
木
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
立

山
を
中

心
と

す
る

山
岳

地
帯

に
自
生

し
、
ヒ

ノ
キ

目
・
ス

ギ
科
に

分
類

さ
れ

、

常
緑

高
木

で
寒

さ
や

雪
に

強
く

、
ま

っ
す

ぐ
に

天
に

向
か

っ
て

伸
び

る
と

い
う

特
徴

を
も

っ
て

い
ま

す
。

県
獣
：

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

昭
和

50
年
（

19
75

年
）

10
月

4
日

に
県
獣
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
標

高
50

0～
2,

00
0m

の
森
林
地
帯
や
岩
場
に
生
息
し
、
県
内
で
は
立
山
連
峰
や

黒
部

峡
谷

に
多

く
見

ら
れ

ま
す

。
体
は
シ
カ
よ
り
や
や
小
さ
く
、
オ
ス
・
メ
ス
両

方
に

短
い

角
が

生
え

て
い

ま
す
。

国
の
特
別
天
然
記
念
物
で

す
。

魚
津
の
蜃
気
楼

蜃
気
楼
は

、
大
気
中
で
光
が

屈
折

く
っ

せ
つ

し
虚

像
き

ょ
ぞ

う

が
見
え

る
自

然
現

象
で

、
気

温
や

風
な

ど
の

条
件

が
整

わ
な

い
と

発
生
し

ま
せ

ん
。

刻
々

と
変

わ
る

気
温

や
風

に
よ

っ
て

蜃
気

楼
の

形
も

変
わ

り
、

同
じ

蜃
気

楼
は

二
度

と
見

ら
れ

な
い

と
ま

で
言

わ
れ
て

い
ま

す
。

雨
晴
海
岸
の
「
け
あ
ら
し
」

富
山

湾
で

は
、

晩
秋

か
ら

冬
の

寒
さ

が
厳

し
い

時
は

、
雨

晴
海

岸
に

「
け

あ
ら

し
」
と
い
う
自
然
現
象
が
発
生
し
ま
す
。「

け
あ
ら

し
」
と
富

山
湾
に
浮
か
ぶ
女

岩
・

立
山

連
峰

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

富
山

の
絶

景
と

し
て

有
名

で
す

。
こ

の
風

景
は

、
日
本
の

渚な
ぎ

さ

百
選

ひ
ゃ

く
せ

ん

に
も

選
ば

れ
て
い
ま
す
。 出
典
元
「
富
山

県
H

P
」
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大
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ど
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の
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、

同
じ

蜃
気

楼
は

二
度

と
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と
ま

で
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ま

す
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晴
海
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の
「
け
あ
ら
し
」

富
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で

は
、

晩
秋

か
ら

冬
の

寒
さ

が
厳

し
い

時
は

、
雨

晴
海

岸
に

「
け

あ
ら

し
」
と
い
う
自
然
現
象
が
発
生
し
ま
す
。「

け
あ
ら

し
」
と
富

山
湾
に
浮
か
ぶ
女

岩
・

立
山

連
峰

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

富
山

の
絶

景
と

し
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有
名

で
す

。
こ

の
風

景
は
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日
本
の

渚な
ぎ

さ

百
選

ひ
ゃ
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せ

ん

に
も

選
ば

れ
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ま
す
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元
「
富
山

県
H

P
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著
作

物
引

用
箇

所
の

た
め

非
公

表
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※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
AC

」
※

２
出
典
元
「

千
葉

花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら
順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外 外

側側
かか

らら
順順

にに
、、
部部

位位
のの

名名
前前
やや

数数
がが

分分
かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ

ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チ チ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚
は

「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を
保

護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ
き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の

花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉

が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花
は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

（
３
）
ウ
シ
科

カ
モ

シ
カ

属
に

分
類

さ
れ

る
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

は
、
山

の
斜

面
な

ど
を

す
み

か
と

し

て
、
急
な

岩
場

や
が

け
を

身
軽

に
か

け
上

が
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
そ

の
秘

密
は

、
ニ

ホ
ン

カ

モ
シ
カ
の

体
の

つ
く

り
に

隠か
く

さ
れ

て
い

ま
す

。
あ

し
あ

と

をを
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
【
資
料

３
～

５
】

を
も

と
に

、
雪雪
のの

上上
にに

つつ
いい

たた
ニニ

ホホ
ンン

カカ
モモ

シシ
カカ

のの
足足

跡跡

【
資
料
３
】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
足
の

つ
く

り

出
典
元

「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

【
資
料
４

】
富

山
に

住
む

野
生

動
物
の

足
跡

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や
ま
の
自
然
・科

学
も
の
が
た
り

富
山
県
教
育
委
員
会
」
に
一
部
加
筆

【
資
料
５
】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
ひ
づ

め

オオ
オオ
ハハ
クク
チチ

ョョ
ウウ

タタ
ヌヌ
キキ

ララ
イイ
チチ
ョョ
ウウ

ニニ
ホホ
ンン
ザザ
ルル

ツツ
キキ
ノノ
ワワ
ググ

ママ

イイ
ノノ
シシ
シシ

出
典
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相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚
は

「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を
保

護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ
き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の

花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉

が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花
は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

−
10
−

−
11
−

※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
AC

」
※

２
出
典
元
「

千
葉

花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら

順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外外

側側
かか

らら
順順
にに

、、
部部

位位
のの
名名

前前
やや

数数
がが
分分

かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チチ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚

は
「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を

保
護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ

き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の
花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉
が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花

は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

（
３
）
ウ
シ

科
カ

モ
シ

カ
属

に
分

類
さ

れ
る

ニ
ホ

ン
カ

モ
シ

カ
は

、
山

の
斜

面
な

ど
を

す
み

か
と

し

て
、
急

な
岩

場
や

が
け

を
身

軽
に

か
け

上
が

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

の
秘

密
は

、
ニ

ホ
ン

カ

モ
シ
カ

の
体

の
つ

く
り

に
隠か

く

さ
れ

て
い

ま
す

。
あ

し
あ

と

をを
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
【
資
料

３
～

５
】

を
も

と
に

、
雪雪
のの
上上

にに
つつ
いい

たた
ニニ

ホホ
ンン
カカ

モモ
シシ

カカ
のの
足足

跡跡

【
資
料
３

】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
足
の

つ
く

り

出
典
元

「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

【
資
料
４

】
富

山
に

住
む

野
生

動
物
の

足
跡

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や
ま
の
自
然
・科

学
も
の
が
た
り

富
山
県
教
育
委
員
会
」
に
一
部
加
筆

【
資
料
５

】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
ひ
づ

め

オオ
オオ

ハハ
クク
チチ

ョョ
ウウ

タタ
ヌヌ
キキ

ララ
イイ

チチ
ョョ
ウウ

ニニ
ホホ
ンン
ザザ

ルル

ツツ
キキ
ノノ

ワワ
ググ

ママ

イイ
ノノ
シシ

シシ

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
AC

」
※

２
出
典
元
「

千
葉

花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら

順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外外

側側
かか

らら
順順
にに

、、
部部

位位
のの
名名

前前
やや

数数
がが
分分

かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チチ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚

は
「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を

保
護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ

き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の
花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉
が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花

は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

−
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−

−
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−
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※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
AC

」
※

２
出
典
元
「

千
葉

花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら
順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外外

側側
かか

らら
順順

にに
、、
部部

位位
のの

名名
前前
やや

数数
がが

分分
かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ

ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チチ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚
は

「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を
保

護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ
き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の

花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉

が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花
は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

（
３
）
ウ
シ
科

カ
モ

シ
カ

属
に

分
類

さ
れ

る
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

は
、
山

の
斜

面
な

ど
を

す
み

か
と

し

て
、
急
な

岩
場

や
が

け
を

身
軽

に
か

け
上

が
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
そ

の
秘

密
は

、
ニ

ホ
ン

カ

モ
シ
カ
の

体
の

つ
く

り
に

隠か
く

さ
れ

て
い

ま
す

。
あ

し
あ

と

をを
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
【
資
料

３
～

５
】

を
も

と
に

、
雪雪
のの

上上
にに

つつ
いい

たた
ニニ

ホホ
ンン

カカ
モモ

シシ
カカ

のの
足足

跡跡

【
資
料
３
】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
足
の

つ
く

り

出
典
元

「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

【
資
料
４

】
富

山
に

住
む

野
生

動
物
の

足
跡

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や
ま
の
自
然
・科

学
も
の
が
た
り

富
山
県
教
育
委
員
会
」
に
一
部
加
筆

【
資
料
５
】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
ひ
づ

め

オオ
オオ
ハハ
クク
チチ

ョョ
ウウ

タタ
ヌヌ
キキ

ララ
イイ
チチ
ョョ
ウウ

ニニ
ホホ
ンン
ザザ
ルル

ツツ
キキ
ノノ
ワワ
ググ

ママ

イイ
ノノ
シシ
シシ

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

出
典
元
「
富
山
県

H
P
」

※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
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」
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２
出
典
元
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千
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花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら
順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外外

側側
かか

らら
順順

にに
、、
部部

位位
のの

名名
前前
やや

数数
がが

分分
かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ

ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チ チ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚
は

「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を
保

護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ
き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の

花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉

が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花
は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

−
10
−

−
11
−

※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
AC

」
※

２
出
典
元
「

千
葉

花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら

順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外外

側側
かか

らら
順順
にに

、、
部部

位位
のの
名名

前前
やや

数数
がが
分分

かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チチ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚

は
「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を

保
護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ

き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の
花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉
が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花

は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

（
３
）
ウ
シ

科
カ

モ
シ

カ
属

に
分

類
さ

れ
る

ニ
ホ

ン
カ

モ
シ

カ
は

、
山

の
斜

面
な

ど
を

す
み

か
と

し

て
、
急

な
岩

場
や

が
け

を
身

軽
に

か
け

上
が

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

の
秘

密
は

、
ニ

ホ
ン

カ

モ
シ
カ

の
体

の
つ

く
り

に
隠か

く

さ
れ

て
い

ま
す

。
あ

し
あ

と

をを
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
【
資
料

３
～

５
】

を
も

と
に

、
雪雪
のの
上上

にに
つつ
いい

たた
ニニ

ホホ
ンン
カカ

モモ
シシ

カカ
のの
足足

跡跡

【
資
料
３

】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
足
の

つ
く

り

出
典
元

「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

【
資
料
４

】
富

山
に

住
む

野
生

動
物
の

足
跡

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や
ま
の
自
然
・科

学
も
の
が
た
り

富
山
県
教
育
委
員
会
」
に
一
部
加
筆

【
資
料
５

】
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

の
ひ
づ

め

オオ
オオ

ハハ
クク
チチ

ョョ
ウウ

タタ
ヌヌ
キキ

ララ
イイ

チチ
ョョ
ウウ

ニニ
ホホ
ンン
ザザ

ルル

ツツ
キキ
ノノ

ワワ
ググ

ママ

イイ
ノノ
シシ

シシ

出
典
元
「
ふ
る
さ
と
と
や

ま
の
自
然

・
科
学
も
の
が
た
り

富
山
県
教

育
委
員
会
」

※
１

出
典
元
「
p
h
ot
o
AC

」
※

２
出
典
元
「

千
葉

花
の
美
術

館
」

※
３

出
典
元
「

東
北

森
林
管

理
局
」

※
４

出
典
元
「

山
梨
県

森
林
総

合
研
究

所
」

※
５

出
典
元
「
p
h
ot
o
hi
t
o」

※
６

出
典
「

富
山

県
H
P」

（
１

）
花

子
さ

ん
は

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
を
外
側
か
ら

順
に
１
つ
ず
つ
と
り
外
し
て
分
解

し
、

観
察

の
結

果
を
記
録
し
ま
し
た
。

【
資

料
１

】
を

参
考
に
、
外外

側側
かか

らら
順順
にに

、、
部部

位位
のの
名名

前前
やや

数数
がが
分分

かか
るる

よよ
うう
にに

観観
察察

のの
結結

果果
をを

かか
きき

なな
ささ

いい
。。

 

（
２

）
太

郎
さ

ん
と

花
子
さ
ん
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
話

し
合

い
ま

し
た

。
２
人

が
見

つ
け
た

、
チチ

ュュ
ーー

リリ
ッッ

ププ
とと

スス
ギギ

のの
「「

共共
通通

点点
」」

とと
「「

相相
違違

点点
」」

にに
つつ

いい
てて

述述
べべ

なな
ささ

いい
。。

【
資
料
１
】
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
構
造
と
特
徴

真
上

か
ら

み
た

様
子

※
２

つ
ぼ

み
※

１
断

面
※

５

花
の
中
心
部
分

※
１

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
花

弁
は

６
枚

あ
る

よ
う

に
見

え
る

け
ど
、
外
側
の
３
枚

は
「
が

く
」
な

ん
だ

。

「
が
く
」
は
、

花
を

保
護
す

る
役
割

を
終

え
る

と
、

花
弁
の
よ
う
に
色
づ

き
、
花

弁
と

し
て
の

役
割

を
果

た
す
よ
う
に
な
る
ん

だ
。

【
資
料
２
】
ス
ギ
の
花
の
つ
く
り
と
特
徴

ス
ギ

の
雄

花
お

ば
な

※
３

ス
ギ

の
雌

花
め

ば
な

※
３

雄
花

か
ら

花
粉
が
出
る
様
子

成
長
し
た
雌
花

※
５

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
、
単
子
葉
類
だ
か
ら
、
花
弁
は

３
の

倍
数
だ
ね
。
お
し
べ
や
め
し
べ
の
本
数
は
、

ユ
リ

と
同
じ
だ
ね
。

ス
ギ
は

、
マ

ツ
や

イ
チ

ョ
ウ

と

同
じ

仲
間
だ

ね
。

ス
ギ
の
花

は
、

風
に

飛
ば

さ
れ

た
花

粉
が

受
粉

す
る
「

風
媒

花
ふ
う

ば
い
か

」
と

呼
ば
れ

る
種
類

だ
よ
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
果
実
と
種
子

※
６

雌
花
か
ら
と
れ
た
種
子

※
４

−
10
−

−
11
−

３
２

富
山

湾
で

見
ら

れ
る
神
秘
的
な
２
つ
の
風
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
１

）
富

山
湾

に
現

れ
る
蜃
気
楼
は
、
空
気
中
で
光
が
屈
折
す
る

た
め
に

5
～
2
0
k
m
離
れ
た
景
色
が

実
際

と
は

違
う

形
に
見
え
る
現
象
で
す
。

【
資

料
６

～
７

】
を
参
考
に
、
地
点

A
か
ら
建
物

B
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
春 春

にに
現現

れれ
るる

蜃蜃
気気

楼楼
をを

図図
中中

にに
書書

きき
込込
みみ

なな
ささ

いい
。。

出
典
元
「
魚
津

観
光
協

会
H

P
」

【
資
料
６
】
富
山
湾
に
見
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
蜃
気
楼

【
資
料
７
】
蜃
気
楼
ど
う
し
て
で
き
る
？

地
表
や
海
面

近
く
で

温
度
差

な
ど
に

よ
っ

て
密
度
に
差

が
あ
る

空
気
の

層
が
で

き
た

と
き
、
遠
く

に
あ
る

風
景
の

形
が
変

形
し

て
見
え
る
ん

だ
。

空
気

の
密
度
が
違
う
場
所
で
は

、
密
度
の

高
い

ほ
う
へ
曲
が
る
性
質
が
あ
る
の
で
実

際
と

は
違
う
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
ね
。

春
の

蜃
気
楼

が
富
山

湾
に
現
れ
る
こ
ろ
は
、
下
に
冷
た

い
空

気
の
層

、
上

に
暖
か
い
空
気
の
層
が
で
き
て
い
る

ね
。
下

が
冷
た

く
上
が
暖
か
い
空
気
の
層
で
は
、
上
へ

向
か

う
光

が
空

気
層

の
境

界
層

で
折

れ
曲

が
っ

て
下

に
も

ど
り
、

見
る
人

の
目
に
届
く
ん
だ
。

温
度
の
境
界
層

で
温

度
が
変

化
す
る

場
合

に
、

光
が

折
れ
曲
が
る
ん

だ
。

そ
の
た

め
、
上

の
方

に
伸

び
上

が
っ
た
り
、
逆

さ
ま

に
見
え

た
り
す

る
ん

じ
ゃ

。

冷
た
い
空
気
の
層
は
密
度
が

大
き
く
、
暖
か
い
空
気
の
層

は
密
度
が
小
さ
い
ん
だ
。

暖
か
い
空
気
の
層

冷
た
い
空
気
の
層

海
A

B

温
度
の
境
界
層

B

（
２
）
冬
の

雨
晴

海
岸

で
は

、
海

面
か

ら
不

思
議

な
湯

気
の

よ
う

な
も
の

が
ゆ

ら
ゆ

ら
立

ち
上

っ
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

、「
け

あ
ら
し

」
と

呼
ば

れ
る

自
然

現
象

で
、
雲

ひ
と

つ
な

く
晴

れ

渡
っ

た
冬

の
早

朝
に

だ
け

観
測

さ
れ

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま
す

。【
資

料
８

～
1
0
】
を
も

と
に

、
冬

の
早

朝
だ

け
に

「
け
あ

ら
し

」
が

見
ら

れ
る

理
由

を
、「「

海海
水水

温温
」」「「

気気
温温
」」

のの
２２
つつ

のの
言言

葉葉
をを
必必

ずず
使使

っっ
てて
説説

明明
しし
なな

ささ
いい

。。
 

【
資
料
９

】
伏

木
の

お
け

る
気

温
の
変

化

晴
れ

た
日
の
海
岸
で
は
、
昼
間
に
陸
地
が
暖
め
ら
れ
る
こ
と
で
上
昇
気
流
が
生
じ
、
海
か
ら
陸
に
向
か
っ
て
暖
か
い
風
が
吹
き

ま
す

。
こ
れ
を
海
風
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は
陸
地
が
冷
え
る
こ
と
で
下
降
気
流
が
生
じ
、
陸
か
ら
海
に
向
か
っ
て
冷
た

い
風

が
吹
き
ま
す
。
こ
れ
を
陸
風
と
い
い
ま
す
。

【
資
料

10
】

富
山
湾
に
お
け
る
海
水
温
の
変
化

出
典
元

「
気
象

庁
H

P
 
各
種
デ

ー
タ
・
資
料

１
時
間

ご
と
の
気
温

」

2
02

2
年

8
月

1
日

2
02

3
年

1
月

19
日

雨
晴
海
岸
の
け
あ
ら
し

【
資
料
８

】
海

風
陸

風
と

は

2
0
2
3
年

1
月

1
9
日

2
0
2
2
年
８
月

1
日

・・
伏伏
木木

・・
伏伏
木木

出
典
元
「
富
山

県
H

P
」

出
典
元
「
気
象

庁
H

P
 
各
種
デ

ー
タ
・
資
料

日
別

海
面
水

温
」

−
12
−

−
13
−

３
２

富
山

湾
で

見
ら
れ
る
神
秘
的
な
２
つ
の
風
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
１

）
富

山
湾

に
現

れ
る
蜃
気
楼
は
、
空
気
中
で
光
が
屈
折
す
る
た
め
に

5
～
2
0
k
m
離
れ
た
景
色
が

実
際

と
は

違
う

形
に
見
え
る
現
象
で
す
。

【
資

料
６

～
７

】
を
参
考
に
、
地
点

A
か
ら
建
物

B
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
春春

にに
現現

れれ
るる

蜃蜃
気気

楼楼
をを

図図
中中

にに
書書

きき
込込
みみ

なな
ささ

いい
。。

出
典
元
「
魚
津

観
光
協

会
H

P
」

【
資
料
６
】
富
山
湾
に
見
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
蜃
気
楼

【
資
料
７
】
蜃
気
楼
ど
う
し
て
で
き
る
？

地
表
や
海
面

近
く
で

温
度
差

な
ど
に

よ
っ

て
密
度
に
差

が
あ
る

空
気
の

層
が
で

き
た

と
き
、
遠
く

に
あ
る

風
景
の

形
が
変

形
し

て
見
え
る
ん

だ
。

空
気

の
密
度
が
違
う
場
所
で
は

、
密
度
の

高
い

ほ
う
へ
曲
が
る
性
質
が
あ
る
の
で
実

際
と

は
違
う
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
ね
。

春
の

蜃
気
楼

が
富
山
湾
に
現
れ
る
こ
ろ
は
、
下
に
冷
た

い
空

気
の
層

、
上

に
暖
か
い
空
気
の
層
が
で
き
て
い
る

ね
。
下

が
冷
た

く
上
が
暖
か
い
空
気
の
層
で
は
、
上
へ

向
か

う
光

が
空

気
層

の
境

界
層

で
折

れ
曲

が
っ

て
下

に
も

ど
り
、

見
る
人
の
目
に
届
く
ん
だ
。

温
度
の
境
界
層

で
温

度
が
変

化
す
る

場
合

に
、

光
が

折
れ
曲
が
る
ん

だ
。

そ
の
た

め
、
上

の
方

に
伸

び
上

が
っ
た
り
、
逆

さ
ま

に
見
え

た
り
す

る
ん

じ
ゃ

。

冷
た
い
空
気
の
層
は
密
度
が

大
き
く
、
暖
か
い
空
気
の
層

は
密
度
が
小
さ
い
ん
だ
。

暖
か
い
空
気
の
層

冷
た
い
空
気
の
層

海
A

B

温
度
の
境
界
層

（
２
）
冬
の

雨
晴

海
岸

で
は

、
海

面
か

ら
不

思
議

な
湯

気
の

よ
う

な
も
の

が
ゆ

ら
ゆ

ら
立

ち
上

っ
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

、「
け

あ
ら
し

」
と

呼
ば

れ
る

自
然

現
象

で
、
雲

ひ
と

つ
な

く
晴

れ

渡
っ

た
冬

の
早

朝
に

だ
け

観
測

さ
れ

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま
す

。【
資

料
８

～
1
0
】
を
も

と
に

、
冬

の
早

朝
だ

け
に

「
け
あ

ら
し

」
が

見
ら

れ
る

理
由

を
、「「

海海
水水

温温
」」「「

気気
温温
」」

のの
２２
つつ

のの
言言
葉葉

をを
必必

ずず
使使

っっ
てて
説説

明明
しし

なな
ささ

いい
。。

 

【
資
料
９

】
伏

木
の

お
け

る
気

温
の
変

化

晴
れ

た
日
の
海
岸
で
は
、
昼
間
に
陸
地
が
暖
め
ら
れ
る
こ
と
で
上
昇
気
流
が
生
じ
、
海
か
ら
陸
に
向
か
っ
て
暖
か
い
風
が
吹
き

ま
す

。
こ
れ
を
海
風
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は
陸
地
が
冷
え
る
こ
と
で
下
降
気
流
が
生
じ
、
陸
か
ら
海
に
向
か
っ
て
冷
た

い
風

が
吹
き
ま
す
。
こ
れ
を
陸
風
と
い
い
ま
す
。

【
資
料

10
】

富
山
湾
に
お
け
る
海
水
温
の
変
化

出
典
元

「
気
象

庁
H

P
 
各
種
デ

ー
タ
・
資
料

１
時
間

ご
と
の
気
温

」

2
02

2
年

8
月

1
日

2
02

3
年

1
月

19
日

雨
晴
海
岸
の
け
あ
ら
し

【
資
料
８

】
海

風
陸

風
と

は

2
0
2
3
年

1
月

1
9
日

2
0
2
2
年
８
月

1
日

・・
伏伏
木木

・・
伏伏

木木

出
典
元
「
富
山

県
H

P
」

出
典
元
「
気
象

庁
H

P
 
各
種
デ

ー
タ
・
資
料

日
別

海
面
水

温
」

−
12
−

−
13
−

7



４
富

山
県

黒
部

市
に

あ
る
黒
部

峡き
ょ
う

谷こ
く

に
は
、
日
本
一
深
い

V
字
峡
谷
を
走
る
、
小
さ
な
ト
ロ

ッ
コ

電
車

が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
も
と
も
と
、
ダ
ム
の
建
設
資

材
や
作
業
員
を
運

ぶ
た

め
の

鉄
道

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
用
と
し

て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
運
行
し
て

お
り

、
始

発
の

宇う

奈な

月づ
き

駅
か
ら
終
点
の

欅け
や
き

平だ
い
ら

駅
ま
で
、
片
道
約

1
時
間

2
0
分
か
け
て
ゆ
っ

く
り

走
り

ま
す

。

魚
津

市
に

住
む

太
郎
さ
ん
は
、
両
親
と
お
兄
さ
ん
、
妹
の
５
人
で
黒
部
峡
谷
鉄
道
を
利
用
し
て

紅
葉

を
見

に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
の
図
１
、
２
は
ト

ロ
ッ
コ
電
車
の
３
列
座
席
の
客
車

と
そ

の
内

部
で

あ
り
、
図
３
は
客
車
の
座
席
を
図
式
化
し
た
も

の
で
す
。

図
１

図
２

出
典
元
「

と
や
ま

観
光
ナ

ビ
フ
ォ

ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
」

出
典

元
「
黒

部
峡
谷

鉄
道
Ｈ

Ｐ
」

図
３

図
４

窓
窓

（
１

）
左

側
の

１
列

席
に
は
両
親
が
座
り
、
右
側
の
２
列
席
に

き
ょ
う
だ
い
３
人
が
座
る
こ
と
に

し
ま

し
た

。
景

色
を
楽
し
む
た
め
、
窓
側
に
は
必
ず
誰
か
座
る
よ
う
に
す
る
と
き
、
座
り
方

は
全

部
で

何
通

り
あ
り
ま
す
か
。
た
だ
し
、
座
席
１
つ
に
１
人
が
座
る
も
の
と
し
ま
す
。
例

え
ば

、
図

４
の

よ
う
な
座
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２

）
始

発
の

宇
奈

月
駅
か
ら
終
点
の
欅
平
駅
ま
で

2
0
.
1
k
m
離
れ
て
お
り
、
4
1
本
の
ト
ン
ネ
ル

を
通

過
し

ま
す

。
始
発
の
宇
奈
月
駅
か
ら

1
k
m
進
ん
だ
地

点
に
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
が

あ
り

、
ト

ン
ネ

ル
の
長
さ
は

1
5
0
m
で
あ
る
と
し
ま
す
。
最

初
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら

3
0
0
m

離
れ

た
地

点
に

同
じ
長
さ

の
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
が
あ

り
、

等と
う

間か
ん

隔か
く

に
同
じ
長
さ
の
ト
ン

ネ

ル
が

続
い

て
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
最
後
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
は
終
点
の
欅
平
駅
か

ら
何

m
離

れ
た

地
点
に
あ
り
ま
す
か
。

窓

父
妹

兄

窓
母

×
太
郎

（
３
）
お
兄
さ

ん
は

ト
ロ

ッ
コ

で
の

待
ち

時
間

を
利

用
し

、
太

郎
く

ん
と

妹
に

計
算

パ
ズ

ル
を

出
題

し
ま
し

た
。

①
か

ら
③

の
式

を
参

考
に

し
て

、
④

の
式

を
解

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
①①

 
かか

らら

③③
のの
式式

がが
完完

成成
しし

たた
らら

、、
解解

答答
欄欄

にに
④④

のの
式式

のの
最最

後後
にに

現現
れれ

るる
６６

桁桁
のの

数数
字字

をを
書書

きき
なな

ささ
いい

。。

たた
だだ
しし

、、
同同

じじ
記記

号号
にに

はは
同同

じじ
数数

字字
がが

入入
るる

もも
のの

とと
しし

まま
すす

。。
 

①
＊

〇
②

〇
◎

〇

 
 
＋

 
 

〇
＊

＋
△

☆
＊

〇
〇

▽
４

６
０

③
◇
◎

④
〇

□
△

◎
▼

☆

 
 
＋

△
☆

◎
×

６

３
４

６
◎

▼
☆

〇
□

△

（
４
）
太
郎

く
ん

は
ト

ロ
ッ

コ
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
、
お

兄
さ

ん
と

妹
に

下
図

の
よ

う
な

虫

食
い
算

を
つ

く
っ

て
出

題
し

ま
し

た
。
と

こ
ろ

が
、
あ

わ
て

て
書

い
た

の
で

、
登

場
し

て
い

る
文
字

の
表

し
て

い
る

数
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
各

文
字

の
表

し
て

い
る

可
能
性

が
あ

る
数

は
、
図

の
よ

う
に

２
通

り
存

在
し

ま
す

。
ここ

のの
虫虫

食食
いい

算算
をを

解解
いい

たた
とと

きき
、、

正正
しし
いい

筆筆
算算

のの
式式

とと
そそ

のの
答答

ええ
をを

解解
答答

用用
紙紙

にに
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
た

だ
し

、
虫

食
い

算
に

複
数

回
登
場

す
る

文
字

が
同

じ
数

を
表

し
て

い
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。
ま

た
、
□

で
隠

さ
れ

て
い

る
部
分

に
０

，
１

，
３

，
４

，
５

，
６

，
７

，
９

が
記

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、

筆
算
の

各
段

の
最

も
上

の
位

の
□

に
は

０
は

入
ら

な
い

も
の

と
し

ま
す

。

××
 

・
・

・
０
ま

た
は
６

・
・

・
１
ま

た
は
７

・
・

・
３
ま

た
は
５

・
・

・
４
ま
た

は
９

−
14
−

−
15
−

４
富

山
県

黒
部

市
に

あ
る
黒
部

峡き
ょ
う

谷こ
く

に
は
、
日
本
一
深
い

V
字
峡
谷
を
走
る
、
小
さ
な
ト
ロ

ッ
コ

電
車

が
あ

り
ま

す
。
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
も
と
も
と
、
ダ
ム
の
建
設
資

材
や
作
業
員
を
運

ぶ
た

め
の

鉄
道

と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
用
と
し
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
運
行
し
て

お
り

、
始

発
の

宇う

奈な

月づ
き

駅
か
ら
終
点
の

欅け
や
き

平だ
い
ら

駅
ま
で
、
片
道
約

1
時
間

2
0
分
か
け
て
ゆ
っ

く
り

走
り

ま
す

。

魚
津

市
に

住
む

太
郎
さ
ん
は
、
両
親
と
お
兄
さ
ん
、
妹
の
５
人
で
黒
部
峡
谷
鉄
道
を
利
用
し
て

紅
葉

を
見

に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
の
図
１
、
２
は
ト

ロ
ッ
コ
電
車
の
３
列
座
席
の
客
車

と
そ

の
内

部
で

あ
り
、
図
３
は
客
車
の
座
席
を
図
式
化
し
た

も
の
で
す
。

図
１

図
２

出
典
元
「

と
や
ま

観
光
ナ

ビ
フ
ォ

ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
」

出
典

元
「
黒

部
峡
谷

鉄
道
Ｈ

Ｐ
」

図
３

図
４

窓
窓

（
１

）
左

側
の

１
列

席
に
は
両
親
が
座
り
、
右
側
の
２
列
席
に

き
ょ
う
だ
い
３
人
が
座
る
こ
と
に

し
ま

し
た

。
景

色
を
楽
し
む
た
め
、
窓
側
に
は
必
ず
誰
か
座
る
よ
う
に
す
る
と
き
、
座
り
方

は
全

部
で

何
通

り
あ
り
ま
す
か
。
た
だ
し
、
座
席
１
つ
に
１
人
が
座
る
も
の
と
し
ま
す
。
例

え
ば

、
図

４
の

よ
う
な
座
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２

）
始

発
の

宇
奈

月
駅
か
ら
終
点
の
欅
平
駅
ま
で

2
0
.
1
k
m
離
れ
て
お
り
、
4
1
本
の
ト
ン
ネ
ル

を
通

過
し

ま
す

。
始
発
の
宇
奈
月
駅
か
ら

1
k
m
進
ん
だ
地

点
に
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
が

あ
り

、
ト

ン
ネ

ル
の
長
さ
は

1
5
0
m
で
あ
る
と
し
ま
す
。
最

初
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら

3
0
0
m

離
れ

た
地

点
に

同
じ
長
さ

の
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
が
あ

り
、

等と
う

間か
ん

隔か
く

に
同
じ
長
さ
の
ト
ン

ネ

ル
が

続
い

て
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
最
後
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
は
終
点
の
欅
平
駅
か

ら
何

m
離

れ
た

地
点
に
あ
り
ま
す
か
。

窓

父
妹

兄

窓
母

×
太
郎

（
３
）
お
兄

さ
ん

は
ト

ロ
ッ

コ
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
、
太

郎
く

ん
と

妹
に

計
算

パ
ズ

ル
を

出
題

し
ま
し
た

。
①

か
ら

③
の

式
を

参
考

に
し

て
、

④
の

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

①①
 
かか

らら

③③
のの
式式

がが
完完

成成
しし
たた

らら
、、
解解

答答
欄欄

にに
④④

のの
式式
のの

最最
後後

にに
現現
れれ

るる
６６
桁桁

のの
数数

字字
をを
書書

きき
なな

ささ
いい
。。

たた
だだ
しし

、、
同同

じじ
記記
号号

にに
はは

同同
じじ
数数

字字
がが

入入
るる
もも

のの
とと
しし

まま
すす

。。
 

①
＊

〇
②

〇
◎

〇

 
 
＋

 
 

〇
＊

＋
△

☆
＊

〇
〇

▽
４

６
０

③
◇
◎

④
〇

□
△

◎
▼

☆

 
 
＋

△
☆

◎
×

６

３
４

６
◎

▼
☆

〇
□

△

（
４
）
太
郎

く
ん

は
ト

ロ
ッ

コ
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
、
お

兄
さ

ん
と

妹
に

下
図

の
よ

う
な

虫

食
い
算

を
つ

く
っ

て
出

題
し

ま
し

た
。
と

こ
ろ

が
、
あ

わ
て

て
書

い
た

の
で

、
登

場
し

て
い

る
文
字

の
表

し
て

い
る

数
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
各

文
字

の
表

し
て

い
る

可
能
性

が
あ

る
数

は
、
図

の
よ

う
に

２
通

り
存

在
し

ま
す

。
ここ

のの
虫虫

食食
いい

算算
をを

解解
いい

たた
とと

きき
、、

正正
しし
いい

筆筆
算算

のの
式式
とと

そそ
のの
答答

ええ
をを

解解
答答

用用
紙紙

にに
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
た

だ
し

、
虫

食
い

算
に

複
数

回
登
場

す
る

文
字

が
同

じ
数

を
表

し
て

い
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。
ま

た
、
□

で
隠

さ
れ

て
い

る
部
分

に
０

，
１

，
３

，
４

，
５

，
６

，
７

，
９

が
記

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、

筆
算
の

各
段

の
最

も
上

の
位

の
□

に
は

０
は

入
ら

な
い

も
の

と
し

ま
す

。

××
 

・
・

・
０
ま

た
は
６

・
・

・
１
ま

た
は
７

・
・

・
３
ま

た
は
５

・
・

・
４
ま
た

は
９

−
14
−

−
15
−

（
５

）
太

郎
さ

ん
家

族
は
紅
葉
を
見
に
行
っ
た
帰
り
に

東
山

ひ
が
し
や
ま

円
筒
分

え
ん

と
う

ぶ
ん

水
槽

す
い

そ
う

を
見

に
行

き
ま
し
た
。
魚
津
市
に
あ
る
東
山
円
筒
分
水
槽

は
、
上

流
か

ら
の

水
量
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
３
つ

の
農

業
用

水
に

公
平

に
分

配
す

る
た

め
の

円
筒

分
水

槽
で

す
。

円
筒

か
ら

あ
ふ

れ
る

水
の

落
差

が
こ

れ
だ

け
あ

る
も

の
は

珍
し

く
、

日
本

一
美

し
い
円
筒
分
水
槽
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ

で
、

次
の
よ
う
に
広
さ
の
違
う
５
つ
の
地
区
に
水
を
分

配
す

る
場

合
を

考
え
て
み
ま
す
。

＜
東
山
円
筒
分
水
槽
＞

 
 
 

そ
こ

で
、

斜
面

に
下
図
の

装
置

Ａ
と

装
置

Ｂ
と

装
置

Ｃ
の

３
種

類
の

装
置

を
組

み
合

わ
せ

て
、

一
番

上
か

ら
8
1
Ⅼ

の

水
を

入
れ

ま
し

た
。
す
る
と
、
水
路
の
下
か
ら
図
の
よ
う
に
３
Ⅼ
、
2
8
Ⅼ
、
3
5
Ⅼ

、
1
4
Ⅼ
、
１
Ⅼ

の
水

が
流

れ
出

ま
し

た
。
途
中
の
管
は
、
装
置
Ａ
と
装
置
Ｂ
と
装
置
Ｃ
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
て

水
路

を
作

っ
た

か
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
１
Ｌ
単
位
で
処
理
し
て
、
考
え
ま
し
ょ
う
。
答
え

は
、

解
答

欄
の

図
に

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う

8
1
Ⅼ

３
Ⅼ

28
Ⅼ

35
Ⅼ

14
Ⅼ

１
Ⅼ

装
置

Ａ

３
Ⅼ

２
Ⅼ

 
 

１
Ⅼ

装
置
Ｂ

２
Ⅼ

１
Ⅼ

１
Ⅼ

装
置
Ｃ

３
Ⅼ

１
Ⅼ

２
Ⅼ

ＡＡ

−
16
−

8



４
富

山
県

黒
部

市
に

あ
る
黒
部

峡き
ょ
う

谷こ
く

に
は
、
日
本
一
深
い

V
字
峡
谷
を
走
る
、
小
さ
な
ト
ロ

ッ
コ

電
車

が
あ

り
ま

す
。
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
も
と
も
と
、
ダ
ム
の
建
設
資

材
や
作
業
員
を
運

ぶ
た

め
の

鉄
道

と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
用
と
し
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
運
行
し
て

お
り

、
始

発
の

宇う

奈な

月づ
き

駅
か
ら
終
点
の

欅け
や
き

平だ
い
ら

駅
ま
で
、
片
道
約

1
時
間

2
0
分
か
け
て
ゆ
っ

く
り

走
り

ま
す

。

魚
津

市
に

住
む

太
郎
さ
ん
は
、
両
親
と
お
兄
さ
ん
、
妹
の
５
人
で
黒
部
峡
谷
鉄
道
を
利
用
し
て

紅
葉

を
見

に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
の
図
１
、
２
は
ト

ロ
ッ
コ
電
車
の
３
列
座
席
の
客
車

と
そ

の
内

部
で

あ
り
、
図
３
は
客
車
の
座
席
を
図
式
化
し
た
も

の
で
す
。

図
１

図
２

出
典
元
「

と
や
ま

観
光
ナ

ビ
フ
ォ

ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
」

出
典

元
「
黒

部
峡
谷

鉄
道
Ｈ

Ｐ
」

図
３

図
４

窓
窓

（
１

）
左

側
の

１
列

席
に
は
両
親
が
座
り
、
右
側
の
２
列
席
に
き
ょ
う
だ
い
３
人
が
座
る
こ
と
に

し
ま

し
た

。
景

色
を
楽
し
む
た
め
、
窓
側
に
は
必
ず
誰
か

座
る
よ
う
に
す
る
と
き
、
座
り
方

は
全

部
で

何
通

り
あ
り
ま
す
か
。
た
だ
し
、
座
席
１
つ
に

１
人
が
座
る
も
の
と
し
ま
す
。
例

え
ば

、
図

４
の

よ
う
な
座
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２

）
始

発
の

宇
奈

月
駅
か
ら
終
点
の
欅
平
駅
ま
で

2
0
.
1
k
m
離
れ
て
お
り
、
4
1
本
の
ト
ン
ネ
ル

を
通

過
し

ま
す

。
始
発
の
宇
奈
月
駅
か
ら

1
k
m
進
ん
だ
地

点
に
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
が

あ
り

、
ト

ン
ネ

ル
の
長
さ
は

1
5
0
m
で
あ
る
と
し
ま
す
。
最

初
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら

3
0
0
m

離
れ

た
地

点
に

同
じ
長
さ

の
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
が
あ

り
、

等と
う

間か
ん

隔か
く

に
同
じ
長
さ
の
ト
ン

ネ

ル
が

続
い

て
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
最
後
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
は
終
点
の
欅
平
駅
か

ら
何

m
離

れ
た

地
点
に
あ
り
ま
す
か
。

窓

父
妹

兄

窓
母

×
太
郎

（
３
）
お
兄
さ

ん
は

ト
ロ

ッ
コ

で
の

待
ち

時
間

を
利

用
し

、
太

郎
く

ん
と

妹
に

計
算

パ
ズ

ル
を

出
題

し
ま
し

た
。

①
か

ら
③

の
式

を
参

考
に

し
て

、
④

の
式

を
解

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
①①

 
かか

らら

③③
のの
式式

がが
完完

成成
しし

たた
らら

、、
解解

答答
欄欄

にに
④④

のの
式式

のの
最最

後後
にに

現現
れれ

るる
６６

桁桁
のの

数数
字字

をを
書書

きき
なな

ささ
いい

。。

たた
だだ
しし

、、
同同

じじ
記記

号号
にに

はは
同同

じじ
数数

字字
がが

入入
るる

もも
のの

とと
しし

まま
すす

。。
 

①
＊

〇
②

〇
◎

〇

 
 
＋

 
 

〇
＊

＋
△

☆
＊

〇
〇

▽
４

６
０

③
◇
◎

④
〇

□
△

◎
▼

☆

 
 
＋

△
☆

◎
×

６

３
４

６
◎

▼
☆

〇
□

△

（
４
）
太
郎

く
ん

は
ト

ロ
ッ

コ
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
、
お

兄
さ

ん
と

妹
に

下
図

の
よ

う
な

虫

食
い
算

を
つ

く
っ

て
出

題
し

ま
し

た
。
と

こ
ろ

が
、
あ

わ
て

て
書

い
た

の
で

、
登

場
し

て
い

る
文
字

の
表

し
て

い
る

数
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
各

文
字

の
表

し
て

い
る

可
能
性

が
あ

る
数

は
、
図

の
よ

う
に

２
通

り
存

在
し

ま
す

。
ここ

のの
虫虫

食食
いい

算算
をを

解解
いい

たた
とと

きき
、、

正正
しし
いい

筆筆
算算

のの
式式

とと
そそ

のの
答答

ええ
をを

解解
答答

用用
紙紙

にに
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
た

だ
し

、
虫

食
い

算
に

複
数

回
登
場

す
る

文
字

が
同

じ
数

を
表

し
て

い
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。
ま

た
、
□

で
隠

さ
れ

て
い

る
部
分

に
０

，
１

，
３

，
４

，
５

，
６

，
７

，
９

が
記

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、

筆
算
の

各
段

の
最

も
上

の
位

の
□

に
は

０
は

入
ら

な
い

も
の

と
し

ま
す

。

××
 

・
・

・
０
ま

た
は
６

・
・

・
１
ま

た
は
７

・
・

・
３
ま

た
は
５

・
・

・
４
ま
た

は
９

−
14
−

−
15
−

４
富

山
県

黒
部

市
に

あ
る
黒
部

峡き
ょ
う

谷こ
く

に
は
、
日
本
一
深
い

V
字
峡
谷
を
走
る
、
小
さ
な
ト
ロ

ッ
コ

電
車

が
あ

り
ま

す
。
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
も
と
も
と
、
ダ
ム
の
建
設
資

材
や
作
業
員
を
運

ぶ
た

め
の

鉄
道

と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
用
と
し
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
運
行
し
て

お
り

、
始

発
の

宇う

奈な

月づ
き

駅
か
ら
終
点
の

欅け
や
き

平だ
い
ら

駅
ま
で
、
片
道
約

1
時
間

2
0
分
か
け
て
ゆ
っ

く
り

走
り

ま
す

。

魚
津

市
に

住
む

太
郎
さ
ん
は
、
両
親
と
お
兄
さ
ん
、
妹
の
５
人
で
黒
部
峡
谷
鉄
道
を
利
用
し
て

紅
葉

を
見

に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
の
図
１
、
２
は
ト

ロ
ッ
コ
電
車
の
３
列
座
席
の
客
車

と
そ

の
内

部
で

あ
り
、
図
３
は
客
車
の
座
席
を
図
式
化
し
た

も
の
で
す
。

図
１

図
２

出
典
元
「

と
や
ま

観
光
ナ

ビ
フ
ォ

ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
」

出
典

元
「
黒

部
峡
谷

鉄
道
Ｈ

Ｐ
」

図
３

図
４

窓
窓

（
１

）
左

側
の

１
列

席
に
は
両
親
が
座
り
、
右
側
の
２
列
席
に

き
ょ
う
だ
い
３
人
が
座
る
こ
と
に

し
ま

し
た

。
景

色
を
楽
し
む
た
め
、
窓
側
に
は
必
ず
誰
か
座
る
よ
う
に
す
る
と
き
、
座
り
方

は
全

部
で

何
通

り
あ
り
ま
す
か
。
た
だ
し
、
座
席
１
つ
に
１
人
が
座
る
も
の
と
し
ま
す
。
例

え
ば

、
図

４
の

よ
う
な
座
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２

）
始

発
の

宇
奈

月
駅
か
ら
終
点
の
欅
平
駅
ま
で

2
0
.
1
k
m
離
れ
て
お
り
、
4
1
本
の
ト
ン
ネ
ル

を
通

過
し

ま
す

。
始
発
の
宇
奈
月
駅
か
ら

1
k
m
進
ん
だ
地

点
に
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
が

あ
り

、
ト

ン
ネ

ル
の
長
さ
は

1
5
0
m
で
あ
る
と
し
ま
す
。
最

初
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら

3
0
0
m

離
れ

た
地

点
に

同
じ
長
さ

の
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
が
あ

り
、

等と
う

間か
ん

隔か
く

に
同
じ
長
さ
の
ト
ン

ネ

ル
が

続
い

て
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
最
後
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
は
終
点
の
欅
平
駅
か

ら
何

m
離

れ
た

地
点
に
あ
り
ま
す
か
。

窓

父
妹

兄

窓
母

×
太
郎

（
３
）
お
兄

さ
ん

は
ト

ロ
ッ

コ
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
、
太

郎
く

ん
と

妹
に

計
算

パ
ズ

ル
を

出
題

し
ま
し
た

。
①

か
ら

③
の

式
を

参
考

に
し

て
、

④
の

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

① ①
 
かか

らら

③③
のの
式式

がが
完完

成成
しし
たた

らら
、、
解解

答答
欄欄

にに
④④

のの
式式
のの

最最
後後

にに
現現
れれ

るる
６６
桁桁

のの
数数

字字
をを
書書

きき
なな

ささ
いい
。。

たた
だだ
しし

、、
同同

じじ
記記
号号

にに
はは

同同
じじ
数数

字字
がが

入入
るる
もも

のの
とと
しし

まま
すす

。。
 

①
＊

〇
②

〇
◎

〇

 
 
＋

 
 

〇
＊

＋
△

☆
＊

〇
〇

▽
４

６
０

③
◇
◎

④
〇

□
△

◎
▼

☆

 
 
＋

△
☆

◎
×

６

３
４

６
◎

▼
☆

〇
□

△

（
４
）
太
郎

く
ん

は
ト

ロ
ッ

コ
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
、
お

兄
さ

ん
と

妹
に

下
図

の
よ

う
な

虫

食
い
算

を
つ

く
っ

て
出

題
し

ま
し

た
。
と

こ
ろ

が
、
あ

わ
て

て
書

い
た

の
で

、
登

場
し

て
い

る
文
字

の
表

し
て

い
る

数
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
各

文
字

の
表

し
て

い
る

可
能
性

が
あ

る
数

は
、
図

の
よ

う
に

２
通

り
存

在
し

ま
す

。
こ こ

のの
虫虫

食食
いい

算算
をを

解解
いい

たた
とと

きき
、、

正正
しし
いい

筆筆
算算

のの
式式
とと

そそ
のの
答答

ええ
をを

解解
答答

用用
紙紙

にに
書書

きき
なな

ささ
いい

。。
た

だ
し

、
虫

食
い

算
に

複
数

回
登
場

す
る

文
字

が
同

じ
数

を
表

し
て

い
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。
ま

た
、
□

で
隠

さ
れ

て
い

る
部
分

に
０

，
１

，
３

，
４

，
５

，
６

，
７

，
９

が
記

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、

筆
算
の

各
段

の
最

も
上

の
位

の
□

に
は

０
は

入
ら

な
い

も
の

と
し

ま
す

。

××
 

・
・

・
０
ま

た
は
６

・
・

・
１
ま

た
は
７

・
・

・
３
ま

た
は
５

・
・

・
４
ま
た

は
９

−
14
−

−
15
−

（
５

）
太

郎
さ

ん
家

族
は
紅
葉
を
見
に
行
っ
た
帰
り
に

東
山

ひ
が
し
や
ま

円
筒
分

え
ん

と
う

ぶ
ん

水
槽

す
い

そ
う

を
見

に
行

き
ま
し
た
。
魚
津
市
に
あ
る
東
山
円
筒
分
水
槽

は
、
上

流
か

ら
の

水
量
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
３
つ

の
農

業
用

水
に

公
平

に
分

配
す

る
た

め
の

円
筒

分
水

槽
で

す
。

円
筒

か
ら

あ
ふ

れ
る

水
の

落
差

が
こ

れ
だ

け
あ

る
も

の
は

珍
し

く
、

日
本

一
美

し
い
円
筒
分
水
槽
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ

で
、

次
の
よ
う
に
広
さ
の
違
う
５
つ
の
地
区
に
水
を
分

配
す

る
場

合
を

考
え
て
み
ま
す
。

＜
東
山
円
筒
分
水
槽
＞

 
 
 

そ
こ

で
、

斜
面

に
下
図
の

装
置

Ａ
と

装
置

Ｂ
と

装
置

Ｃ
の

３
種

類
の

装
置

を
組

み
合

わ
せ

て
、

一
番

上
か

ら
8
1
Ⅼ

の

水
を

入
れ

ま
し

た
。
す
る
と
、
水
路
の
下
か
ら
図
の
よ
う
に
３
Ⅼ
、
2
8
Ⅼ
、
3
5
Ⅼ

、
1
4
Ⅼ
、
１
Ⅼ

の
水

が
流

れ
出

ま
し

た
。
途
中
の
管
は
、
装
置
Ａ
と
装
置
Ｂ
と
装
置
Ｃ
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
て

水
路

を
作

っ
た

か
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
１
Ｌ
単
位
で
処
理
し
て
、
考
え
ま
し
ょ
う
。
答
え

は
、

解
答

欄
の

図
に

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う

8
1
Ⅼ

３
Ⅼ

28
Ⅼ

35
Ⅼ

14
Ⅼ

１
Ⅼ

装
置

Ａ

３
Ⅼ

２
Ⅼ

 
 

１
Ⅼ

装
置
Ｂ

２
Ⅼ

１
Ⅼ

１
Ⅼ

装
置
Ｃ

３
Ⅼ

１
Ⅼ

２
Ⅼ

ＡＡ

−
16
−
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